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役場新庁舎開庁式

　２月24日、役場開庁式が新

庁舎玄関前で行われました。く

す玉開披後、日髙町長は、「少

子高齢化の進展や町民ニーズの

多様化など様々な課題がありま

すが、明るい笑顔・あいさつで

日々努力・精進してまいりまし

ょう」とあいさつしました。

２　新庁舎が完成　

８　まちのニュース

４　組織再編
　　26年４月から役場の課・係が
　　変わります

13　シリーズ
　　子どもたちが元気！
　　学校が元気！

14　保健師だより

15　がんばれ認定農業者

16　まちの歴史探訪

21　お便り紹介

17　くらしの情報

24　人・夢
　　休日在宅医・薬局

23　誕生・おくやみ
　　１歳で～す

あいさつする日髙町長

　　

平
成
24
年
11
月
か
ら
建
設
工
事

を
進
め
て
参
り
ま
し
た
新
庁
舎
が

完
成
し
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
３
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
５
３

５
８
㎡
で
大
林
・
本
田
特
定
建
設

共
同
企
業
体
が
建
設
を
行
い
ま
し

た
。

　

庁
舎
は
、
現
在
の
庁
舎
の
隣
に

建
設
さ
れ
、
イ
ヌ
マ
キ
を
中
心
に

扇
形
の
造
り
で
、
１
階
に
は
町
民

課
や
税
務
課
な
ど
、
窓
口
業
務
の

あ
る
課
を
配
置
し
、
２
階
に
町
長

室
を
は
じ
め
総
務
課
や
財
政
課
な

ど
、
３
階
に
は
教
育
委
員
会
や
議

会
事
務
局
・
議
場
を
配
置
し
ま
し

た
。

　

２
月
８
日
、15
日
、22
日
の
閉
庁

日
を
使
っ
て
、
各
階
ご
と
に
職
員

に
よ
る
移
転
作
業
が
行
わ
れ
、
中

で
も
３
階
で
執
務
を
行
う
教
育
委

員
会
や
議
会
事
務
局
等
の
移
転
で

は
、
約
１
０
０
人
の
職
員
が
玄
関

か
ら
机
や
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
運
び

入
れ
た
ほ
か
ク
レ
ー
ン
を
利
用
し
、

現
在
の
庁
舎
の
屋
上
か
ら
新
庁
舎

の
３
階
へ
搬
入
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
月
３
日
、
新
庁
舎
の
玄
関
前

で
引
き
渡
し
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
日
髙
町
長
は
じ
め
町

や
工
事
関
係
者
な
ど
約
30
人
が
参

列
し
、
受
注
者
を
代
表
し
大
林
組

九
州
支
店
林
雅
仁
常
務
執
行
役
員

支
店
長
か
ら
日
髙
町
長
へ
鍵
の
レ

プ
リ
カ
と
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

引
き
渡
し
を
受
け
た
日
髙
町
長

は
「
素
晴
ら
し
い
庁
舎
を
つ
く
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
庁
舎
は
町

の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
気
持
ち
を
新

た
に
日
本
一
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

目
指
し
、取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」

と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。新庁舎玄関前での鍵の引渡しの様子

◇
正
面
玄
関
を
入
る
と
、
吹
き
抜
け

の
ホ
ー
ル
が
広
が
り
、
各
課
ご
と

に
表
示
番
号
を
つ
け
た
案
内
図
と

左
手
に
は
総
合
案
内
が
あ
り
ま
す
。

ホ
ー
ル
の
壁
に
は
竹
と
ホ
タ
ル
を

デ
ザ
イ
ン
し
た
レ
リ
ー
フ
が
広
が

り
ま
す
。

◇
執
務
室
は
、
囲
い
や
仕
切
り
の
な

い
連
続
し
た
窓
口
空
間
（
オ
ー
プ

ン
カ
ウ
ン
タ
ー
）
で
、
個
別
対
応

の
で
き
る
相
談
室
な
ど
を
配
置
し

て
い
ま
す
。

◇
正
面
玄
関
以
外
に
北
・
南
・
西
の

３
か
所
に
通
用
口
を
設
け
、
上
層

階
へ
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
ほ
か

３
つ
の
階
段
が
あ
り
ま
す
。

◇
ト
イ
レ
は
北
面
と
西
面
に
配
置

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
男
女
及
び
ど

な
た
で
も
利
用
で
き
る
多
目
的

ト
イ
レ
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

◇
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
降
り
る
と
、
正

面
に
建
設
課
、
水
道
課
が
配
置
さ

れ
て
い
る
ほ
か
、
町
長
室
や
防
災

会
議
等
を
行
う
庁
議
室
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

◇
北
面
に
は
、
別
館
へ
の
連
絡
通
路

が
あ
り
ま
す
。

多目的トイレ(１階・３階)

新庁舎１階の町民課窓口前新庁舎１階の町民課窓口前

２
月
24
日
か
ら
業
務
を
は
じ
め
ま
し
た

２
月
24
日
か
ら
業
務
を
は
じ
め
ま
し
た

完成完成完成！！！

鍵
の
引
き
渡
し

◇
東
面
が
議
会
関
連
室
で
南
面
が
教

育
委
員
会
、
商
工
観
光
課
を
配
置

し
て
い
ま
す
。

◇
３
階
の
一
部
は
屋
上
緑
化
、
屋
上

に
は
太
陽
光
発
電
30　

が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

kW

木
工
椅
子
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

　
英
開
発
株
式
会
社
様
（
建
設
業
）
と
株

式
会
社
は
な
ぶ
さ
様
（
林
業
）
よ
り
、
木

工
椅
子
10
脚
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
来
客
用
と
し
て
新
庁
舎
で
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

は
な
ぶ
さ

目的地にたどり着きやすいよう番号をつけてあります

い
　
す
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◆【総務課】へ【安全安心対策課】を編入し、「安全安心対策係」を「危機管理係」に名称変更します。
　また、秘書広報機能の強化、地方分権時代への対応、人事管理・法制機能の強化を図るために「秘書人事係」
　と「広報文書係」を「秘書広報係」と「行政係」に再編します。

◆堅実な政策遂行を目指し、【企画財政課】に再編します。「企画係」に「地域振興係」を吸収し、「総務課政
策推進係」並びに「財政課財政係」を【企画財政課】に編入し、政策推進、事業評価、財政規律堅持のバラン
スを確保します。

秘書人事係
秘書広報係

行　政　係

情報システム係

政策推進係

広報文書係

情報システム係

危機管理係

…… 秘書、広報、文書、お知らせ等

…… 法制、人事、給与、地区行政推進、選挙等

…… 電算関係業務全般

…… 防災・防犯、国民保護、交通指導、有無線事業等
安全安心対策係

◆【財産管理課】を新設します。「管財係」を「財産管理係」に名称変更し、公共施設及び指定管理事務を統括します。

企　画　係

地域振興係

企業誘致係

管　財　係

財　政　係

契約検査係

庁舎建設係

契約検査係

庁舎建設係

財産管理係

…… 契約・入札事務、工事の検査等

…… 町有財産の管理、登記事務等

…… 庁舎建設の整備等

政策推進係

企　画　係

財　政　係

…… 計画策定、地域活動支援、男女共同参画、
　　 各種統計業務等

…… 政策推進、行財政改革、行政組織等

…… 財政計画、予算編成、地方交付税、地方債等

町民係

人権同和対策係

太陽福祉センター

環　境　係

業務第１係

業務第２係

町　民　係

人権同和対策係

太陽福祉センター

環　境　係

環境センター係

クリーンセンター係

…… 戸籍、住民基本台帳、パスポート、印鑑登録等

…… 太陽福祉センター業務全般

…… 環境保全、公害対策、狂犬病、墓地等

…… し尿処理場、火葬場維持管理等

…… ごみ焼却場、最終処分場維持管理等

…… 人権啓発、地域改善対策等

福祉障害係

高齢福祉係

子ども福祉係

福　祉　係

子育て支援係

…… 障害者福祉、高齢者福祉、生活保護、災害
　　 救助等

…… 児童福祉、母子・寡婦・父子福祉、保育等

◆【福祉課】の「福祉障害係」と「高齢福祉係」を統合し、「福祉係」とします。
　また、「子ども福祉係」を「子育て支援係」に名称変更します。

◆【町民課】と【環境課】を統合し、【町民環境課】とします。「業務第１係」、「業務第２係」は名称変更し、
それぞれ「環境センター係」、「クリーンセンター係」とします。

◆【税務課】の「収納第１係」と「収納第２係」を統合し、「収納係」とします。

農　政　係

農産園芸係

畜　産　係

担い手育成係

農業振興係

有害鳥獣対策係

畜　産　係

担い手育成係

…… 農業振興計画、経営・生産指導、農産物振興等

…… 畜産振興計画、指導、奨励、流通等

…… 担い手・認定農業者の育成及び確保、集落営農等

…… 有害鳥獣調査、捕獲、作物被害防止対策等

◆【農政課】の「農政係」と「農産園芸係」を統合し、「農業振興係」とします。また、【農政課】と【耕地林
業課】にある有害鳥獣関係部署を一本化し、【農政課】に「有害鳥獣対策係」を新設します。

２６年４月から役場の課・係が変わります２６年４月から役場の課・係が変わります
■わかりやすく、総合的なサービスを目指して、４月１日から役場の組織を再編成します■

■お問い合わせ先
　総務課　政策推進係
　内線 2216

再編成される課・係

総務課・安全安心対策課

企画課・財政課

総　務　課

企　画　課

財　政　課

総　務　課

企画財政課

財産管理課

安全安心対策課

企業誘致対策室

工事検査室

庁舎建設推進室

農　政　課 農　政　課

担い手育成支援室 担い手育成支援室

Ｈ26．4．1

Ｈ26．4．1

Ｈ26．4．1

Ｈ26．4．1

Ｈ26．4．1

Ｈ26．4．1

税務課

町民課・環境課

町　民　課 町民環境課

福　祉　課 福　祉　課

環　境　課

福祉課

農政課

現在：33 課・局・室・支所　81 係
再編：28 課・局・室・支所　74 係

（△５課・室　△７係）



企業誘致対策室
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商工観光課

教育委員会　総務課・学校教育課

教育委員会　社会教育課・文化課

鶴田支所・薩摩支所

水道課

商工観光課

総　務　課 教育総務課

社会教育課

文　化　課

社会教育課

学校教育課

企　画　課
Ｈ26．4．1

Ｈ26．4．1

Ｈ26．4．1

商工振興係

観　光　係

企業誘致係

◆【企画課】より【商工観光課】内に【企業誘致対策室】を編入します。

観　光　係

企業誘致係

商工振興係 …… 商工業・水産業の振興、中小企業融資、雇用促進等

…… 観光振興、観光団体関連等

…… 企業誘致及び育成、土地開発公社等

総　務　係

学　事　係

指　導　係

鶴田幼稚園

社会教育係

スポーツ振興係

文　化　係

◆教育委員会の【総務課】を【教育総務課】に名称変更し、【学校教育課】より「学事係」を「総務係」に統合
　し、「鶴田幼稚園」を編入します。【学校教育課】の「指導係」を「企画指導係」に名称変更します。

◆教育委員会の【社会教育課】と【文化課】を統合し、【社会教育課】に再編します。

社会教育係

スポーツ振興係

文　化　係

総　務　係

鶴田幼稚園

企画指導係

…… 教育委員会会議、学校管理、調査統計等

…… 鶴田幼稚園業務全般

…… 児童及び生徒・学校職員関連等

…… 公民館、教育学級、家庭教育、青少年、図書等

…… 文化財、文化講座、文化施設管理、関係団体関連等

…… 推進委員、体育施設管理、関係団体関連等

◆【水道課】の「管理係」を「水道管理係」に名称変更します。

◆【鶴田支所】及び【薩摩支所】の「町民係」と「保健福祉係」を統合し、それぞれ「町民福祉係」とします。

※　地方消費税とは、国税である消費税と同様に、事業として行った商品の販売、サービスの提供等の

国内取引や外国貨物の引き取りに対して課税される都道府県税です。

※　消費税率10％（消費税7.8％・地方消費税2.2％）への引上げについては、改めて経済状況等を総

合的に勘案した検討を行います。

引
上
げ
分
の
消
費
税
収

財
政
健
全
化
に
も
貢
献

社会保障の充実

社会保障の安定化

　 年金国庫負担２分の１等

後代への負担の付け回しの軽減

消費税率引上げに伴う社会保障支出の増

○ 消費税率（国・地方）の引上げに当たって事業者の方々が円滑かつ適正に転嫁できるよう、

　 転嫁、広告・宣伝、価格表示、便乗値上げ等に関する相談窓口を設置しています。

　 ご相談がある方は以下の相談窓口にお問い合わせください。

消費税価格転嫁等総合相談センター 専用ダイヤル：０５７０ー２００－１２３
【受付時間】平日 9:00～17:00（平成 26年 3月･4月は土曜日も受付）

※ お住まいの地域に応じて、以下の通話料金がかかります。

● 固定電話：8.5円～80円/3分間、携帯電話：90円/3分間、公衆電話：30円～220円/3分間

ＨＰ上の専用フォーム：http://www.tenkasoudan.go.jp（24時間受付）

全
額
を
社
会
保
障
財
源
化

消費税４％

地方消費税１％

５％

消費税６.３％

８％

地方消費税１.７％

商工観光課

企業誘致対策室

学校教育課

２月子牛せり市結果　期日：２月４日(火)～５日(水） （単位：頭・円・kg）（消費税抜き、売却分）

性別

284563,6171,002,000335,916,000596合計

頭数 総売上高 最高価格 平均価格 平均体重 前回比（対１月分）

めす 263 144,290,000 1,002,000 548,631 272   2,795円安値

294575,453843,000191,626,000333去勢  　3,856円高値

　 　 143円高値

消費税率（国 ・地方）引上げのお知らせ

１ 消費税率（国・地方）が引き上げられます。

２ 引上げ分の消費税収（国・地方）はすべて社会保障財源化されます。

平成26年４月１日～

３ 円滑かつ適正な転嫁にご理解とご協力をお願いします。

組　織　再　編

（待機児童の解消、
　医療介護サービスの充実など）
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留
学
生
に
学
ぶ

　
　
山
崎
小
学
校

県
内
一
早
い

キ
ャ
ン
プ
イ
ン

ベ
ガ
ル
タ
仙
台

愛
媛
Ｆ
Ｃ
サ
ッ
カ
ー
教
室

プ
ロ
の
技
術
に
感
動

さ
つ
ま
ふ
る
さ
と
体
験
塾

百
人
一
首
に
挑
戦

親
子
で
ね
っ
た
ぼ

　
づ
く
り
に
挑
戦

山
崎
中
学
校

お
に
ぎ
り〝
が
ぶ
っ

〞

み
や
ん
じ
ょ
吹
奏
楽
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４

空
ま
で
響
け
！
さ
つ
ま
の
音
色
♪

連
携
や
学
習
が
大
切

町
女
性
大
会
開
催

温
泉
ソ
ム
リ
エ
サ
ミ
ッ
ト

温
泉
で
美
し
く

８広報さつま９ 広報さつま

　

１
月
26
日
、
「
み
や
ん
じ
ょ
吹

奏
楽
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４
」
が
、

宮
之
城
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

14
回
目
を
迎
え
た
今
回
は
、
町

内
の
小
中
学
校
吹
奏
楽
部
を
は
じ

め
、
全
国
レ
ベ
ル
の
宮
之
城
吹
奏

楽
団
や
薩
摩
中
央
高
校
吹
奏
楽
部

と
本
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
吹
奏
楽

経
験
者
の
合
同
ス
テ
ー
ジ
ま
で
、

小
学
生
か
ら
60
歳
代
ま
で
幅
広
い

方
々
が
参
加
す
る
、
「
吹
奏
楽
の

町　

さ
つ
ま
町
」
に
ふ
さ
わ
し
い

演
奏
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
も
東
日
本
大
震
災
や
日
本

各
地
で
発
生
す
る
豪
雨
、
竜
巻
被

害
等
か
ら
の
１
日
も
早
い
復
興
を

願
い
演
奏
し
ま
し
た
。

　

吹
奏
楽
経
験
者
の
方
々
を
は
じ

め
、
今
回
初
め
て
町
社
会
福
祉
協

議
会
登
録
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
に
も
お
手
伝
い
を
い
た
だ
き
、

多
く
の
方
が
関
わ
る
町
の
一
大
行

事
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
会
場
の
み
ん
な
で
唱

歌
「
ふ
る
さ
と
」
を
大
合
唱
し
、

参
加
者
の
層
の
厚
さ
・
幅
の
広

さ
・
音
の
広
が
り
を
感
じ
る
ス
テ

ー
ジ
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
月
26
日
、
さ
つ
ま
町
女
性
団

体
連
絡
協
議
会
の
主
催
に
よ
る
第

９
回
さ
つ
ま
町
女
性
大
会
が
、
薩

摩
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
・
中

央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
３
０
０

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ハ
ー
モ
ニ
ー
さ
つ
ま
の
混
声
合

唱
で
始
ま
っ
た
後
、
公
益
財
団
法

人
鹿
児
島
県
婦
人
会
館
理
事
長
菅

井
憲
郎
氏
の
「
あ
な
た
な
ら
、
ど

う
す
る
？
」
と
題
し
た
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。
菅
井
氏
は
、
「
女
性

が
連
携
す
る
こ
と
で
力
を
発
揮
で

き
る
こ
と
や
、
幅
広
く
学
習
す
る

こ
と
で
視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
は
大
切
な
こ
と
を
再
認
識
す
る

こ
と
が
出
来
た
よ
う
で
す
。

　

１
月
26
日
、
鶴
田
中
央
公
民
館

で
第
２
回
温
泉
ソ
ム
リ
エ
サ
ミ
ッ

ト
さ
つ
ま
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
温
泉
ビ
ュ
ー
テ
ィ

ー
」
を
テ
ー
マ
に
、
温
泉
ビ
ュ
ー

テ
ィ
研
究
家
の
石
井
宏
子
氏
が
講

演
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
井
氏
は
、
町
内
の
温
泉
の
泉

質
や
そ
の
効
果
に
つ
い
て
説
明
さ

れ
、
参
加
者
は
メ
モ
を
取
る
な
ど

し
て
熱
心
に
話
を
聞
い
て
い
ま
し

た
。
九
州
を
代
表
す
る
女
性
温
泉

ソ
ム
リ
エ
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
九
州
各
地
の
お
す
す
め

の
温
泉
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　

１
月
29
日
、
山
崎
小
学
校
体
育

館
で
留
学
生
と
青
年
海
外
協
力
隊

Ｏ
Ｇ
を
招
い
て
３
〜
６
年
生
76
人

が
外
国
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

現
在
、
鹿
児
島
大
学
で
機
械
工

学
を
学
ん
で
い
る
マ
レ
ー
シ
ア
出

身
の
留
学
生
モ
ハ
マ
ド
・
ハ
ズ
ワ

ン
さ
ん
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
気
候
、

人
口
、
通
貨
な
ど
国
の
こ
と
を
ク

イ
ズ
形
式
で
児
童
に
説
明
し
て
い

ま
し
た
。
児
童
と
一
緒
に
母
国
の

ダ
ン
ス
を
踊
る
場
面
も
あ
り
、
児

童
は
楽
し
そ
う
に
異
文
化
を
学
ん

で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
モ
ロ
ッ
コ

に
派
遣
さ
れ
て
い
た
川
野
さ
つ
き

さ
ん
の
話
も
興
味
深
く
聞
い
て
い

ま
し
た
。

菅井氏による講演の様子

心に響く素晴らしい演奏

温泉について楽しく語るソムリエのみなさん

みんなでマレーシアのダンスに挑戦

　

１
月
27
日
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ゴ
ル
フ
リ
ゾ
ー
ト
京
セ
ラ
で

ベ
ガ
ル
タ
仙
台
の
激
励
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
町
・
県
関
係
者
な
ど

か
ら
選
手
た
ち
を
激
励
す
る
た
め
、

イ
チ
ゴ
や
ト
マ
ト
、
さ
つ
ま
揚
げ
、

キ
ン
カ
ン
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ハ
ム
・
ア
ー
ノ
ル
ド
監
督

は
、
「
素
晴
ら
し
い
環
境
や
た
く

さ
ん
の
も
て
な
し
に
感
謝
し
ま

す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
愛
媛
Ｆ
Ｃ
や
カ
マ

タ
マ
ー
レ
讃
岐
な
ど
の
チ
ー
ム
も

本
町
で
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
し
た
。

今
期
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

２
月
９
日
、
北
薩
広
域
公
園
か

ぐ
や
姫
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
Ｊ
リ
ー
グ

２
部
「
愛
媛
Ｆ
Ｃ
」
の
激
励
式
が

行
わ
れ
、
町
や
県
よ
り
特
産
品
な

ど
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
や
中
学
生
を
対
象
に
し
た
サ

ッ
カ
ー
教
室
が
行
わ
れ
、
約
60
人

の
子
ど
も
が
プ
ロ
の
指
導
を
受
け

ま
し
た
。

　

昨
年
も
サ
ッ
カ
ー
教
室
に
参
加

し
た
薩
摩
中
学
校
２
年
生
の
中
村

洋
斗
さ
ん
は
、
「
ト
ラ
ッ
プ
や
パ

ス
な
ど
が
基
本
か
ら
違
っ
て
い
た

の
で
驚
き
ま
し
た
が
、
い
い
目
標

に
な
り
ま
し
た
。
高
校
に
行
っ
て

も
サ
ッ
カ
ー
を
続
け
て
い
き
た
い

で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

１
月
18
日
、
宮
之
城
文
化
セ
ン

タ
ー
で
、
百
人
一
首
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
塾
生
14
人
の
ほ
と
ん

ど
が
百
人
一
首
に
触
れ
た
こ
と
が

な
く
、
古
典
特
有
の
表
現
や
歴
史

的
仮
名
遣
い
に
苦
戦
し
て
い
ま
し

た
が
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て

徐
々
に
慣
れ
、
か
る
た
取
り
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。
経
験
の
あ
る

子
は
い
く
つ
か
歌
を
覚
え
て
い
て
、

上
の
句
が
読
ま
れ
て
い
る
途
中
に

札
を
取
る
場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

百
人
一
首
は
日
本
人
の
発
想
・

美
意
識
、
豊
か
な
心
を
伝
え
て
い

ま
す
。
日
本
語
の
美
し
さ
を
学
ぶ

と
共
に
、
異
年
齢
集
団
で
遊
ぶ
中

で
協
調
性
・
忍
耐
力
を
身
に
付
け

て
く
れ
る
こ
と
に
期
待
し
ま
す
。

　

１
月
25
日
、
さ
つ
ま
の
日
推
進

事
業
「
親
子
で
ね
っ
た
ぼ
を
つ
く

ろ
う
！
」
が
開
催
さ
れ
、
12
家
族

42
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
薩
摩
地
区
食
生
活

改
善
推
進
協
議
会
に
協
力
を
い
た

だ
き
、
餅
米
と
サ
ツ
マ
イ
モ
を
大

鍋
に
入
れ
て
炊
き
込
ん
だ
後
、
す

り
こ
ぎ
で
つ
い
て
、
約
１
時
間
程

度
で
お
い
し
い
「
ね
っ
た
ぼ
」
が

完
成
し
ま
し
た
。
途
中
、
炊
き
込

む
時
間
を
利
用
し
、
「
メ
ノ
モ

チ
」
づ
く
り
に
挑
戦
し
、
由
来
等

も
学
習
し
ま
し
た
。

　

試
食
後
は
、
青
年
団
に
よ
る
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
も
あ
り
、
親
子

で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
、
家

族
団
ら
ん
の
機
会
を
つ
く
れ
た
よ

う
で
す
。　
　

　

１
月
24
日
、
山
崎
中
学
校
で
お

に
ぎ
り
給
食
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
は
毎
年
、
学
校
給
食

週
間
中
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今

年
は
町
内
の
９
つ
の
小
・
中
学
校

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
崎
中
１
年
の
折
小
野
未
海
さ

ん
は
、
「
お
に
ぎ
り
は
自
分
で
作

り
ま
し
た
。
（
今
日
の
給
食
は
）

全
部
自
分
の
好
き
な
食
材
だ
っ
た

の
で
、
す
ご
く
お
い
し
か
っ
た
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

真剣勝負！集中してます

ナイスヘディング！

親子で力いっぱいつきました

鹿児島の特産品が贈られました

いろんなおにぎりがありました

盈
進
小
学
校
６
年

　
　
　
西
囿
つ
ぶ
ら
さ
ん

盈
進
小
学
校
６
年

　
　
　
　
田
上
裕
香
さ
ん

表
紙
絵
グ
ラ
ン
プ
リ

表
紙
絵
準
グ
ラ
ン
プ
リ

ひ
ろ
と

み
う
み

す
が

い
の
り
お
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道
路
整
備
等
要
望松

尾
君
子
さ
ん
に
感
謝
状

人
権
擁
護
委
員

紫
尾
小
学
校

児
童
と
職
員

 

み
ん
な
が
一
つ
に
！

第
９
回
　
さ
つ
ま
町
綱
引
選
手
権
大
会

力
の
限
り
綱
を
引
き
合
う
！

４
個
人
、
５
団
体
表
彰

第
１
回  

さ
つ
ま
町
農
林
業
振
興
大
会

宮
之
城
初
市
開
催

大
人
気
の
宮
之
城
人
形

薩
摩
中
央
高
校

中
央
高
校
交
流
会
議

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

10広報さつま11 広報さつま

　

２
月
２
日
、
町
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
林
業
の
振
興
を
図
る
た
め

「
第
１
回
さ
つ
ま
町
農
林
業
振
興

大
会
」
が
宮
之
城
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
４
個
人
、
５
団
体

の
優
秀
農
林
業
家
表
彰
の
ほ
か
、

経
営
事
例
、
薩
摩
中
央
高
校
の
発

表
等
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
㈱
い
ろ
ど
り　

代
表
取

締
役
社
長　

横
石
知
二
氏
の
「
夢

の
種
を
蒔
く　

葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス

の
奇
跡
」
と
題
し
た
記
念
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。

　

会
場
入
口
で
は
、
薩
摩
中
央
高

校
の
野
菜
や
花
苗
、
豚
味
噌
な
ど

の
販
売
が
あ
り
賑
わ
い
ま
し
た
。

受
賞
者
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

■
個
人
の
部

園
芸
部
門　

今
西
久
男　

果
樹
部
門　

児
玉
菊
次　

林
業
部
門　

三
浦
良
行　

土
地
改
良
部
門　

水
流
克
男

■
団
体
の
部

園
芸
部
門　

㈲
南
原
農
園

　

代
表
取
締
役　

南
原
武
博

果
樹
部
門　
　

　

新
生
み
か
ん
生
産
組
合

　

組
合
長　

肥
後
紀
康　

畜
産
部
門　

㈲
福
永
畜
産

　

代
表
取
締
役　

福
永  

充

畜
産
部
門

　

㈲
徳
重
和
牛
人
工
授
精
所

　

代
表
取
締
役　

徳
重
真
生

担
い
手
部
門

　

農
事
組
合
法
人
ひ
と
つ
き

　

代
表
理
事　

今
村
満
義

　

２
月
７
日
、
恒
例
の
宮
之
城
初

市
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
宮
之
城

人
形
復
興
会
に
よ
る
販
売
テ
ン
ト

に
は
多
く
の
人
が
訪
れ
、
一
年
に

一
度
、
初
市
で
し
か
販
売
さ
れ
な

い
貴
重
な
人
形
を
購
入
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

お
客
さ
ん
の
中
に
は
、
「
毎
年

初
市
で
違
う
種
類
の
人
形
を
購
入

す
る
の
が
楽
し
み
で
す
」
と
話
さ

れ
る
方
も
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
宮
之
城
屋
地
・
虎

居
商
店
街
で
百
縁
祭
も
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
お
客
さ
ん
は
店
に
飾
ら

れ
た
色
あ
ざ
や
か
な
さ
さ
福
飾
り

（
雛
の
つ
る
し
飾
り
）
を
眺
め
な

が
ら
、
買
い
物
を
楽
し
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

　

２
月
10
日
、
県
内
の
「
中
央
」

が
校
名
に
つ
く
６
高
校
の
生
徒
会

役
員
等
が
一
堂
に
会
し
、
鹿
児
島

中
央
高
校
で
相
互
の
交
流
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
初
会
合
を
行

い
ま
し
た
。

　

会
で
は
、
各
校
特
色
の
あ
る
学

校
紹
介
を
行
っ
た
後
、
交
流
宣
言

書
に
各
校
長
・
生
徒
代
表
が
署
名

を
行
い
、
会
の
名
称
や
今
後
の
活

動
方
針
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま

し
た
。

　

会
の
正
式
名
称
を
セ
ン
ト
ラ
ル

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
・
ボ
ー
ダ
レ
ス
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
略
し
た
「
Ｃ
Ｂ

Ｐ
〜
中
央
高
校
交
流
会
議
」
と
し
、

２
月
10
日
を
設
立
記
念
日
と
し
て
、

共
同
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や

各
校
の
交
流
活
動
等
を
行
っ
て
い

く
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
18
日
、
役
場
会
議
室
で
平

成
25
年
度
手
づ
く
り
郷
土
賞
の
認

定
証
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
虎
居
区
公
民
館
と
奥

薩
摩
の
ホ
タ
ル
を
守
る
会
の
活
動

が
国
土
交
通
大
臣
に
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　

虎
居
区
公
民
館
は
、
災
害
か
ら

復
興
ま
で
河
川
改
修
計
画
策
定
に

大
き
く
関
わ
り
、
避
難
訓
練
等
を

行
い
地
域
住
民
の
防
災
意
識
の
向

上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

奥
薩
摩
の
ホ
タ
ル
を
守
る
会
は
、

ホ
タ
ル
舟
を
運
行
し
、
地
域
振
興

に
貢
献
。
河
川
清
掃
な
ど
を
行
い
、

ホ
タ
ル
の
生
息
環
境
を
守
る
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

１
月
29
日
、
九
州
地
方
整
備
局

に
お
い
て
、
地
域
高
規
格
道
路

「
北
薩
横
断
道
路
」
の
整
備
促
進

及
び
国
道
３
２
８
号
並
び
に
川
内

川
の
整
備
促
進
の
た
め
の
要
望
活

動
が
、
岩
崎
九
州
地
方
整
備
局
長

　

４
期
12
年
に
わ
た
り
、
人
権

擁
護
委
員
と
し
て
町
民
の
人
権

に
関
す
る
相
談
や
啓
発
活
動
に

務
め
て
こ
ら
れ
た
松
尾
君
子
さ

ん
（
求
名
地
区
）
が
こ
の
た
び

退
任
さ
れ
、
去
る
２
月
６
日
鹿

児
島
地
方
法
務
局
長
よ
り
こ
れ

ま
で
の
功
績
に
対
し
て
、
感
謝

状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

に
対
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
高
規
格
道
路
「
北
薩
横
断

道
路
」
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
は
、

鹿
児
島
空
港
か
ら
北
薩
空
港
道
路

間
及
び
広
瀬
道
路
か
ら
泊
野
道
路

間
並
び
に
、
紫
尾
道
路
か
ら
南
九

州
西
回
り
自
動
車
道
阿
久
根
北
Ｉ

Ｃ
間
の
早
期
事
業
化
を
図
る
よ
う
、

強
く
要
望
し
ま
し
た
。

　

国
道
３
２
８
号
の
整
備
促
進
に

つ
い
て
は
、
整
備
に
必
要
な
財
源

の
確
保
と
南
九
州
西
回
り
自
動
車

道
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
の

バ
イ
パ
ス
建
設
の
整
備
促
進
を
要

望
し
ま
し
た
。

　

川
内
川
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

は
、
宮
之
城
屋
地
地
区
、
虎
居
地

区
、
時
吉
地
区
の
環
境
整
備
や
内

水
対
策
（
排
水
機
場
設
置
）
等
に

つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

　

２
月
６
日
、
紫
尾
小
学
校
で
学

習
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
初
め
て
の
試
み
と
し
て

全
児
童
と
全
職
員
に
よ
る
全
体
合

奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
た
め
に
練
習
を
重
ね

て
き
た
児
童
と
職
員
は
息
の
合
っ

た
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
体
育
館
に

響
か
せ
、
保
護
者
か
ら
は
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
月
９
日
、
宮
之
城
総
合
体
育

館
で
開
催
さ
れ
、
４
部
門
に
21
チ

ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。      

　

小
学
生
の
部
で
は
、
選
手
は
も

ち
ろ
ん
、
保
護
者
や
引
率
の
先
生

等
も
一
生
懸
命
応
援
し
て
い
ま
し

た
。

　

一
般
の
部
決
勝
で
は
、
１
勝
１

敗
の
後
、
３
本
目
で
は
決
着
が
つ

か
ず
、
４
本
目
で
昨
年
覇
者
の

「
チ
ー
ム
き
ら
ら
」
が
激
闘
を
征

し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
小
学
生
の
部
で
初
出

場
が
３
チ
ー
ム
あ
り
ま
し
た
。
来

年
も
多
く
の
参
加
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

一般男子（600kg以下）

部　門
成　績

優　勝 準優勝

さしっ子だましい（佐志）

佐志小ドリームエイト

泊野ＰＴＡ

チームきらら（泊野） 平川ぼっけもん

平川ＰＴＡファイターズ

平川ドリームウィン

キバレ平川十人十色

一般男女混成（制限なし）

小学生フリー（制限なし）

小学生280kg以下

第９回　さつま町綱引選手権大会　成績表

児童と教職員による合奏の様子

感謝状を手にする松尾さん
整備局長・各部長等に要望を行う日髙町長

応援にも力が入ります

一般の部（男子）決勝の様子

大人気の宮之城人形

南原さんによる経営事例の発表

署名式の様子　右から３組目薩摩中央高校
（佐々木生徒会長・松髙校長）

伝達を受けた関係者

品目　アイビー
品種　ホワイトワンダー

　

２
月
５
日
、
か
ご
し
ま
県
民

交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
鹿
児
島
県

フ
ラ
ワ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
が
あ
り

本
町
の
㈱
日
野
洋
蘭
園
が
、
特

別
賞
の
日
本
花
き
生
産
協
会
会

長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

よ
こ
い
し
と
も
じ

手
づ
く
り
郷
土
賞

ふ
る
さ
と



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

ひ
と
・
自
然 

元
気
か
が
や
く 

さ
つ
ま
町

第
９
回 

さ
つ
ま
町
民
大
会

梅
園
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

春
の
訪
れ
を
感
じ
る
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第
９
回
さ
つ
ま
町
民
大
会
が
２

月
16
日
、
宮
之
城
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
約
６
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。　

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
泊
野
小

学
校
の
児
童
が
音
楽
家
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
自
分
た
ち
で
作
り

上
げ
た
「
大
好
き
泊
野
」
と
い
う

歌
を
、
全
校
生
徒
７
人
で
合
唱
し

ま
し
た
。
元
気
い
っ
ぱ
い
の
歌
声

に
、
会
場
か
ら
大
き
な
声
援
が
送

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
参
加
者

全
員
に
よ
る
町
民
憲
章
朗
読
の
あ

と
、
行
政
委
員
会
等
委
員
永
年
勤

続
者
表
彰
を
始
め
と
し
た
各
種
表

彰
式
、
生
涯
学
習
発
表
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

生
涯
学
習
発
表
で
は
、
さ
つ
ま

本
よ
み
隊
に
よ
る
パ
ネ
ル
シ
ア
タ

ー
や
大
型
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
、

さ
つ
ま
ふ
る
さ
と
体
験
塾
生
に
よ

る
年
間
の
活
動
内
容
な
ど
の
体
験

発
表
、
し
び
高
麗
者
学
級
舞
踊
ク

ラ
ブ
に
よ
る
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
島
田
洋
七
さ
ん
に
よ
る

「
が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
教
え

て
も
ら
っ
た
大
切
な
も
の
」
と
題

し
た
記
念
講
演
は
、
が
ば
い
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
の
思
い
出
や
自
ら
が
経

験
し
て
き
た
こ
と
な
ど
を
、
ユ
ー

モ
ア
い
っ
ぱ
い
に
お
話
い
た
だ
き
、

講
演
中
は
客
席
か
ら
の
笑
い
声
が

絶
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
楽
し
い
話

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
本
当
に

よ
く
笑
い
元
気
を
も
ら
っ
た
」

「
こ
ん
な
に
笑
っ
た
の
は
久
し
ぶ

り
」
な
ど
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

そ
の
ほ
か
、
福
祉
団
体
に
よ
る

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
高
齢
者
学

級
、
生
涯
学
習
講
座
受
講
生
に
よ

る
作
品
展
示
も
あ
り
ま
し
た
。

　　

当
日
は
、
町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
で
あ
る
「
ひ
と
・
自
然　

元

気
か
が
や
く　

さ
つ
ま
町
」
の
実

現
の
た
め
に
は
、
い
く
つ
に
な
っ

て
も
健
康
で
学
び
続
け
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
町
民
の
み
な
さ
ん

と
意
識
の
共
有
が
で
き
た
１
日
に

な
り
ま
し
た
。

　

２
月
16
日
、
町
観
光
特
産
品
協

会
主
催
の
「
梅
の
花
咲
く
薩
摩
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
」
が
観
音
滝
公
園
を

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
す
る
13
㎞

の
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
、
県
内
各

地
か
ら
約
１
９
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
約
５

ha
の
梅
園
が
広
が
る
中
津
川
区
大

迫
団
地
の
休
憩
所
で
は
、
ふ
く
れ

菓
子
や
漬
物
、
梅
干
等
が
振
る
舞

わ
れ
、
参
加
者
は
花
を
バ
ッ
ク
に

記
念
写
真
を
撮
る
な
ど
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　

昼
食
の
黒
毛
和
牛
た
け
の
こ
丼

と
豚
汁
に
は
「
食
事
が
と
て
も
満

足
」
「
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
」

と
の
感
想
も
あ
り
、
満
足
さ
れ
た

様
子
で
し
た
。

　

生
徒
の
感
想
（
農
業
体
験
学
習
）

・
私
に
と
っ
て
農
作
業
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、

作
業
を
や
っ
て
い
く
中
で
困
っ
た
こ
と
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
や
っ
て

い
く
う
ち
に
慣
れ
て
い
き
、
楽
し
い
と
感
じ

ま
し
た
。

・
キ
ュ
ウ
リ
の
収
穫
は
キ
ュ
ウ
リ
を
見
つ
け
た

り
、
ち
ぎ
っ
た
り
し
て
、
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。
貴
重
な
体
験
が
で
き
、
こ
れ
か
ら

は
野
菜
に
感
謝
し
て
食
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
業
体
験
学
習
（
梅
の
選
果
）

▲

職
場
体
験
学
習

（
日
本
特
殊
陶
業
）

▲

修
学
旅
行
で
の
平
和

学
習

▲

オープニングを飾った泊野小学校児童

会場を笑いの渦に引き込んだ島田さん

ジュニア・リーダークラブ「ほたる」と
高校生クラブが運営に協力してくれました。

しび高麗者学級舞踊クラブによる発表

大迫団地の中をウォーキング

さつま本よみ隊による大型紙芝居

　

盈
進
小
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の

思
い
や
考
え
を
伝
え
合
う
こ
と
で
、
お
互
い
の

考
え
を
深
め
合
う
授
業
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
表
現
の
道
具
と
し
て
、
書
画
カ

メ
ラ
を
購
入
し
、
積
極
的
に
活
用
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
ノ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
等
を
大
型
テ
レ
ビ
に
提
示
し
な
が
ら
、
自
分

の
思
い
や
考
え
を
発
表
し
ま
す
。
書
画
カ
メ
ラ

を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
表
現

す
る
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
教
師
が
教
材
そ

の
も
の
を
拡
大
し
て
提
示
し
、
細
か
い
作
業
や

そ
の
手
順
を
具
体
的
に
説
明
す
る
こ
と
で
、
子

ど
も
の
理
解

を
助
け
る
こ

と
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
ペ

ア
や
グ
ル
ー

プ
で
調
べ
た

こ
と
を
相
手

に
分
か
り
や

す
く
説
明
す

る
活
動
も
積

極
的
に
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。
書
画
カ
メ
ラ
の
活
用
や
ペ

ア
・
グ
ル
ー
プ
で
の
話
合
い
活
動
を
進
め
る
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
の
思
い
や
考
え

を
積
極
的
に
発
表
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
根
拠
を
示
し
な
が
ら
筋
道
立
て
て
発
表

す
る
力
も
付
い
て
き
て
い
ま
す
。

  

今
後
、
授
業
を
含
め
た
様
々
な
教
育
活
動
の

場
で
、
書
画

カ
メ
ラ
等
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

を
有
効
に
活

用
し
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち

の
考
え
る
力
、

表
現
す
る
力

を
高
め
て
い

き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

薩
摩
中
学
校
で
は
、
「
さ
つ
ま
学
」
の
推
進

に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
１
年
生

で
は
農
業
体
験
学
習
や
生
産
者
と
の
交
流
給
食
、

２
年
生
で
は
平
和
学
習
や
修
学
旅
行
、
３
年
生

で
は
職
場
体
験
学
習
な
ど
、
体
験
的
学
習
を
中

心
に
、
さ
つ
ま
町
や
鹿
児
島
県
内
外
に
目
を
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
身
近
な
自
然
や
歴

史
、
文
化
に
親
し
む
こ
と
に
よ
り
、
自
分
が
住

む
地
域
を
よ
く
知
り
、
大
切
に
す
る
心
を
育
て

る
こ
と
は
、
豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く
む
と
と

も
に
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
養
う
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地

域
の
方
々
を
講

師
に
農
業
体
験

学
習
を
実
施
す

る
と
と
も
に
職

場
体
験
学
習
を

行
う
中
で
、
勤

労
へ
の
意
欲
や

感
謝
と
い
う
こ

と
も
学
ん
で
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
教
育
活
動
を
通
し
て
、
生
徒
は
、

ふ
る
さ
と
の
自
然
や
歴
史
、
文
化
に
対
す
る
理

解
を
深
め
、
そ
れ
ら
を
尊
重
し
、
さ
ら
に
継
承

発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
欲
や
態
度
を
身
に
付

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
作
業
や
清
掃
な
ど

の
勤
労
活
動
に
も
喜
ん
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
行
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

も
進
ん
で
参
加
す
る
よ
う
な
波
及
効
果
も
あ
り

ま
し
た
。

教
育
活
動
の
紹
介
⑤

　

町
内
の
各
小
・
中
学
校
で
は
、
校
区
の
特
色
や
児
童
生
徒
の
実
態
、
教
師

や
保
護
者
・
地
域
の
思
い
・
願
い
等
を
も
と
に
、
子
ど
も
た
ち
を
す
こ
や
か

に
育
て
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
元
気
！ 

学
校
が
元
気
！

盈
進
小
学
校

薩
摩
中
学
校

『
さ
つ
ま
学
』
の
推
進　

　
　

た
く
ま
し
い

　

『
さ
つ
ま
っ
子
』
の
育
成
！

『
書
画
カ
メ
ラ
・
話
合
い

　

活
動
で
表
現
力
ア
ッ
プ
』

▲タブレット端末を使った授業（試行）

　

根
拠
を
も
っ
て
自
分
の
考
え
を

発
表
す
る
様
子

▲

▲書画カメラを使っての発表の様子
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こ
こ
ろ
の
不
調
は
本
人
が
自
覚
し
づ
ら
く
、

ま
た
受
診
を
た
め
ら
い
が
ち
で
す
。
放
っ
て

お
い
て
さ
ら
に
無
理
を
重
ね
て
し
ま
う
前
に
、

「
い
つ
も
と
違
う
」
と
気
づ
い
た
ら
、
声
を

か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
「
ど
こ
か
具
合
が
悪

い
の
で
は
？
」
「
眠
れ
て
い
る
？
」
と
身
体

面
を
心
配
し
て
い
る
言
い
方
の
ほ
う
が
、
比

較
的
抵
抗
が
少
な
い
よ
う
で
す
。

　

死
を
考
え
る
ほ
ど
追
い
つ
め
ら
れ
て
い
る

人
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
一
人
で
抱
え
て

深
刻
に
悩
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
専
門
の

相
談
機
関
が
あ
り
ま
す
の
で
、
解
決
に
む
け

た
適
切
な
窓
口
に
つ
な
が
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト

し
ま
し
ょ
う
。

　

つ
ら
い
気
持
ち
を
抱
え
、
深
い
孤
独
感
を

つ
の
ら
せ
て
い
る
人
に
と
っ
て
「
い
つ
も
温

か
く
見
守
ら
れ
て
い
る
ん
だ
」
と
い
う
安
心

感
は
な
に
よ
り
も
大
切
で
す
。
社
会
全
体
で

お
互
い
を
支
え
あ
う
仕
組
み
を
作
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

Ｈ
24
年
度
の
全
国
の
自
殺
者
数
が
15
年
ぶ

り
に
３
万
人
を
下
回
っ
た
の
は
、
う
つ
病
や

多
重
債
務
者
へ
の
対
策
が
一
定
の
成
果
を
あ

げ
た
こ
と
と
分
析
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
も
、
月
２
回
、
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
社
会
福
祉

協
議
会
で
は
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

を
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、

家
族
だ
け
で
抱
え
込
ま
ず
、
ま
ず
は
一
度
、

相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

☆
電
話
相
談　

・
川
薩
保
健
所　

　
　

☎
０
９
９
６
（
23
）
３
１
６
６

　
　

（
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
相
談
・
精

　
　
　

神
保
健
福
祉
に
関
す
る
相
談
他
）

・
鹿
児
島
県
精
神
保
健
セ
ン
タ
ー　

　
　

☎
０
９
９
（
２
１
８
）
４
７
５
５

　
　

（
こ
こ
ろ
の
問
題
や
病
気
で
困
っ
て
い

　
　
　

る
方
や
家
族
の
相
談
）

・
鹿
児
島
県
自
殺
予
防
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
９
９
（
２
２
８
）
９
５
５
８

　
　

（
自
殺
を
考
え
て
い
る
方
・
自
死
遺
族

　
　
　

の
方
の
相
談
）

・
こ
こ
ろ
の
電
話
（
県
）　

　
　

☎
０
９
９
（
２
２
８
）
９
５
６
６

　
　

☎
０
９
９
（
２
２
８
）
９
５
６
７

　
　

（
精
神
的
不
安
や
心
の
悩
み
ご
と
に
関

　
　
　

す
る
相
談
）

・
い
の
ち
の
電
話
（
県
）　

　
　

☎
０
９
９
（
２
５
０
）
７
０
０
０

・
さ
つ
ま
町
健
康
増
進
課
健
康
増
進
係

　
　

☎
０
９
９
６
（
53
）
１
１
１
１

☆
面
接
相
談

・
定
例
健
康
相
談
（
町
）　

　
　

Ｈ
26
．
４
～
要
予
約

・
心
配
ご
と
相
談
所
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
　

☎
０
９
９
６
（
52
）
１
１
２
３

・
無
料
法
律
相
談

　
　

（
弁
護
士
に
よ
る
多
重
債
務
や
近
隣
ト

　
　
　

ラ
ブ
ル
の
悩
み
等
に
関
す
る
相
談
、

　
　
　

月
１
回
、
要
予
約
）
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　馬場さんは、家族３人で認定農業者に認定されています。
元々、伸二さんの実家が牛の人工授精をされており、あとを
継がれました。平成15年11月に畜舎を建てられ、現在、生
産牛と育成牛を合わせて41頭飼育されています。家族で飼
育を行うほか、伸二さんは人工受精、恵利子さんは農業委員、
俊明さんは削蹄や除角も行っています。削蹄や除角は資格を
持っていても難しく、経験が必要とのことです。
　認定農業者になって良かったことを伺うと「補助事業を利
用出来て畜舎を建てられたことです」と話されます。また、
補助事業は種類が多くわからないため、行政などからもっと
情報提供をいただければ活用したいとも話されました。
　家族３人で仲良く仕事に励む馬場さん。今後は、「生産牛
を50頭に増やし、新たな畜舎を造り、品質の向上に努めて
いきたい」と話されました。

さん

ば　ば し ん じ え り こ としあき

さつま町求名  

馬場　伸二・恵利子・俊明

トマトの袋詰めの様子（左上）

愛情いっぱいの中華ちまき作り（上）

　

１
月
30
日
、
山
崎
地
区
公
民
館
に
お

い
て
、
山
崎
上
、
山
崎
町
、
草
田
、
古

野
公
民
会
の
合
併
協
定
書
の
取
り
交
わ

し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
７
月
か
ら

６
回
に
及
ぶ
合
併
協
議
会
に
よ
る
話
し

合
い
が
な
さ
れ
、
こ
の
度
の
合
併
に
結

び
つ
き
ま
し
た
。
新
し
い
公
民
会
名
は

山
崎
麓
公
民
会
に
決
定
し
、
４
月
か
ら

戸
数
１
２
１
戸
（
予
定
）
で
新
公
民
会

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

 

　

過
疎
化
や
少
子
・
高
齢
化
に
伴
い
、

地
域
に
お
い
て
も
人
口
の
減
少
や
担
い

手
と
な
る
人
材
の
高
齢
化
が
進
み
、
地

域
の
活
力
が
減
退
す
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
公
民
会
長
な
ど
の
役
員

の
選
出
が
困
難
に
な
っ
た
り
、
数
々
の

伝
統
行
事
等
の
廃
止
、
地
域
住
民
の
負

担
の
増
加
、
奉
仕
活
動
等
の
縮
小
、
廃

止
、
ス
ポ
ー
ツ
行
事
等
へ
の
参
加
や
開

催
が
困
難
に
な
る
な
ど
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
存
在
そ
の
も
の
が
危
ぶ
ま
れ

て
お
り
、
い
か
に
地
域
の
活
力
や
組
織

の
維
持
・
継
続
を
し
て
い
く
か
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
破
す
る
た
め
、

町
で
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
構

築
と
適
正
規
模
の
公
民
会
再
編
に
む
け
、

種
々
の
合
併
特
例
補
助
金
を
交
付
し
、

合
併
の
促
進
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

公
民
会
の
再
構
築
に
む
け
、
合
併
に

向
け
て
の
協
議
を
ま
ず
は
現
公
民
会
内

で
進
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。
資
料
の
提

供
や
、
会
議
に
出
向
き
説
明
も
い
た
し

ま
す
の
で
、
是
非
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課　

社
会
教
育
係

　
　
　
　
　

（
内
線
２
５
３
１
）

　

町
図
書
室
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
い

ろ
い
ろ
な
育
児
書
を
取
り
揃
え
て
子

育
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
新
た
に
２
０
１
冊
の
関
連

図
書
を
購
入
し
、
「
ア
レ
ル
ギ
ー
・

ア
ト
ピ
ー
」
「
発
達
障
害
」
「
い
じ

め
・
不
登
校
」
な
ど
に
関
す
る
図
書

や
、
子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
お
父
さ

ん
・
お
母
さ
ん
向
け
の
図
書
を
中
心

に
選
書
し
て
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
中
学
生
向
け
の
悩
み
相

談
に
関
す
る
図
書
や
知
育
絵
本
な
ど

も
購
入
し
ま
し
た
。

　

購
入
図
書
の
一
覧
表
を
３
図
書
室

に
掲
示
し
て
お
り
ま
す
。
お
探
し
の

本
が
見
つ
か
ら
な
い
場
合
は
、
図
書

室
職
員
が
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
蔵

書
検
索
や
貸
出
状
況
の
確
認
が
出
来

ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
併
せ
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

調印式を終えた山崎地区役員の皆さん（左５名）

毎年３月は、自殺対策強化月間です

気
づ
き
・
つ
な
ぎ
・
見
守
り

　
　
　
　
　

か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に

☆
自
殺
を
防
ぐ
た
め
に
☆

　
あ
な
た
の
ま
わ
り
を
見
回
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
力
で
救
え
る
い

の
ち
が
あ
り
ま
す
。
自
殺
を
防
ぐ
に
は
、
社
会
全
体
で
お
互
い
を
支
え
あ

う
仕
組
み
づ
く
り
が
大
切
で
す
。
あ
な
た
も
そ
の
一
員
で
す
。

気
づ
き

つ
な
ぎ

見
守
り

☆
一
人
で
悩
ま
な
い
で
、

　
　
　
　
　

ま
ず
は
相
談
を
☆

い
の
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報

　
　
　
　

（
相
談
窓
口
一
覧
）

福
祉
施
設
の
ご
紹
介

　

さ
つ
ま
町
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　

「
若
竹
作
業
所　

工
房
た
け
ん
子
」

　

佐
志
地
区
の
仮
屋
原
公
民
館
近
く
の
民

家
に
、
若
竹
会
（
さ
つ
ま
町
精
神
障
害
者

家
族
会
）
の
運
営
す
る
作
業
所
「
工
房
た

け
ん
子
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
工
房
で
は
、
現
在
６
名
の
障
害
を

お
も
ち
の
方
が
通
所
し
て
お
り
、
仲
間
づ

く
り
や
様
々
な
活
動
・
訓
練
を
重
ね
な
が

ら
社
会
復
帰
や
社
会
参
加
を
目
指
し
て

日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、
中
華
ち
ま
き
の
販
売

や
、
ト
マ
ト
の
袋
詰
め
、
内
職
（
裁

縫
）
、
夏
場
は
北
薩
広
域
公
園
の
清
掃

な
ど
、
幅
広
い
で
す
。
中
で
も
中
華
ち

ま
き
は
、
煮
込
ん
だ
し
い
た
け
、
豚
肉
、

ゆ
で
卵
を
竹
の
皮
で
包
ん
だ
も
の
で
大

変
美
味
し
い
で
す
。
手
の
込
ん
だ
品
で

す
の
で
贈
り
物
に
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

予
約
販
売
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非

一
度
、
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　

通
所
生
と
し
て
利
用
し
た
い
方
や
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ

け
る
方
は
、
さ
つ
ま
町
役
場
福
祉
課
福

祉
障
害
係
ま
た
は
健
康
増
進
課
保
健
師

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

59歳　　　　56歳　　 25歳

公
民
会
合
併
情
報

『
山
崎
麓
公
民
会
が
発
足
』

■
公
民
会
合
併
を

　
　
進
め
て
み
ま
せ
ん
か

～
い
つ
で
も

　
　
ご
相
談
下
さ
い
～

育児書コーナーさらに充実

左から伸二さん、俊明さん

さくてい じょかく
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御
仮
屋
と
は
、
江
戸
時
代
に
鹿
児
島
各

地
に
置
か
れ
た
郷
村
の
政
治
の
中
心
と
な

っ
た
場
所
で
、
現
在
の
役
場
の
よ
う
な
役

割
を
行
う
場
所
で
し
た
。
当
時
の
郷
村
は
、

御
仮
屋
を
中
心
に
郷
士
の
大
部
分
が
居
住

す
る
麓
、
町
人
集
落
の
野
町
、
農
民
集
落

の
在
郷
な
ど
が
形
成
さ
れ
、
御
仮
屋
で
は
、

鹿
児
島
城
下
に
住
ん
で
い
る
地
頭
に
代
わ

っ
て
、
所
三
役
と
言
わ
れ
る
噯
、
横
目
、

組
頭
を
中
心
に
行
政
・
警
察
・
土
木
事
業

の
管
理
な
ど
、
広
範
囲
に
わ
た
る
地
方
行

政
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治
維
新
後
、

御
仮
屋
の
多
く
は
町
村
役
場
と
な
り
、
山

崎
小
学
校
の
前
に
あ
る
御
仮
屋
跡
地
も
、

明
治
時
代
に
は
山
崎
村
役
場
が
置
か
れ
て

い
ま
し
た
。

　

山
崎
郷
御
仮
屋
文
書
は
、
明
暦
四
年

（
万
治
元
年
１
６
５
８
年
）
か
ら
明
治
十

六
年
（
１
８
８
３
年
）
ま
で
の
５
０
３
点

の
文
書
か
ら
な
り
、
昭
和
二
十
六
年
、
当

時
の
山
崎
村
役
場
の
土
蔵
内
で
半
ば
埋
も

れ
て
い
た
安
永
五
年
（
１
７
７
６
年
）
の

帳
箱
（
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
に
常
設
展

示
）
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
主
な

資
料
の
内
容
は
、
人
口
調
査
的
な
性
格
を

持
っ
た
「
宗
門
手
札
改
帳
」
や
土
地
の
所

有
関
係
が
記
さ
れ
た
「
郷
士
高
帳
」
、

「
知
行
高
名
寄
帳
」
、
徴
税
に
関
わ
る

「
検
地
竿
次
帳
」
な
ど
で
、
江
戸
時
代
の

山
崎
郷
で
の
行
政
を
記
し
た
も
の
が
数
多

く
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

か
つ
て
は
、
各
地
の
御
仮
屋
に
同
様
な

資
料
が
遺
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
西
南
戦

争
や
太
平
洋
戦
争
な
ど
の
動
乱
の
な
か
で

散
逸
し
て
お
り
、
山
崎
郷
御
仮
屋
文
書
の

よ
う
に
ま
と
ま
っ
て
発
見
さ
れ
た
例
は
少

な
く
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
し
て
、
平

成
十
八
年
に
鹿
児
島
県
の
指
定
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
山
崎
郷
御
仮

屋
文
書
は
宮
之
城
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
に

収
蔵
さ
れ
、
一
部
を
展
示
し
て
い
ま
す
。山崎郷御仮屋跡

山崎郷御仮屋文書（一部）

　この販売代金につきましては、今後、物産館の室内灯や外灯、防犯灯のLED化など地球温暖化対策に活用します。

　なお、「かごしまエコファンド制度」は事業者等が自ら削減できない二酸化炭素排出量分を、間伐等の森林整備に

よる削減活動に投資することによりその埋め合わせをする仕組みです。

　町では、『霊峰「紫尾山」に抱かれたさつま町の森林づくりによるエコプロジェクト』として、町有林の

間伐を行い、325ｔ分の二酸化炭素吸収量の認証を受け、次の団体に会議・イベントの開催に伴うオフセッ

トとしてその一部を購入して頂きました。

かごしまエコファンド制度の取組状況

　

町
で
は
、
激
特
事
業
で
整
備
さ
れ
た
河
川

敷
な
ど
川
内
川
の
利
活
用
や
維
持
管
理
を
通

し
て
、
宮
之
城
屋
地
地
区
・
虎
居
地
区
の
活

性
化
に
繋
げ
よ
う
と
す
る
「
宮
之
城
屋
地
・

虎
居
地
区
か
わ
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
」

を
12
月
19
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
、
日
髙
さ
つ
ま
町
長
が
会
長

に
選
任
さ
れ
、
川
内
川
河
川
事
務
所
や
九
州

大
学
、
県
、
地
元
住
民
な
ど
約
50
人
の
参
加

者
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
川
で
の
取
組
や
川

に
対
す
る
想
い
、
活
性
化
に
向
け
た
提
案
等

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
協
議
会
の
下
部
組
織
と
な
る
作

業
部
会
、
各
団
体
検
討
会
を
通
じ
て
地
域
の

皆
様
方
と
協
働
し
て
将
来
へ
繋
ぐ
「
か
わ
ま

ち
づ
く
り
計
画
」
を
作
成
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
建
設
課
土
木
管
理
係
（
内
線

２
２
５
４
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

川内川を活用し町の活性化を！

川に対する様々な意見が出されました

　　

毎
年
4
月
２
日
は
国
連
が
定

め
た
「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ

ー
」
、
４
月
２
日
か
ら
8
日
ま

で
は
「
発
達
障
害
啓
発
週
間
」

で
す
。

　

自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発

達
障
害
の
方
は
、
他
人
の
意
図

や
感
情
を
直
感
的
に
理
解
し
た

り
、
言
葉
を
適
切
に
使
っ
た
り

す
る
こ
と
な
ど
が
苦
手
な
場
合

が
あ
り
、
学
校
や
職
場
で
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
や
困
難
に
直
面
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
親
の
し
つ
け
や

家
庭
環
境
が
原
因
で
は
な
く
、

脳
機
能
の
発
達
に
関
係
す
る
も

の
で
す
。

　

発
達
障
害
は
、
見
た
目
に
は

障
害
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
に

く
い
た
め
、
行
動
や
態
度
が
誤

解
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

発
達
障
害
の
特
徴
を
知
り
、
正

し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
障
害
福
祉
課　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
７
４
４

　　

都
市
計
画
区
域
内
に
お
い
て

は
、
建
築
物
の
敷
地
は
道
路
に

２
ｍ
以
上
接
し
て
い
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
道
路
に
は
幅
員
４
ｍ
以

上
の
国
・
県
・
市
町
村
道
等
が

あ
り
ま
す
が
、
都
市
計
画
区
域

に
編
入
さ
れ
た
際
、
現
に
建
築

物
が
建
ち
並
ん
で
い
る
幅
員
４

ｍ
未
満
の
道
に
つ
い
て
は
、
建

築
基
準
法
第
42
条
に
規
定
す
る

道
路
と
し
て
特
定
行
政
庁（
県
）

が
指
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
回
、
県
で
は
宮
之
城
都
市

計
画
区
域
に
つ
い
て
、
平
成
26

年
３
月
頃
を
目
途
に
鶴
田
地
区

及
び
虎
居
地
区
の
区
域
を
都
市

計
画
区
域
に
編
入
す
る
と
と
も

に
名
称
を
さ
つ
ま
都
市
計
画
区

域
に
変
更
す
る
予
定
で
あ
り
、

県
は
当
該
編
入
区
域
に
お
い
て
、

現
に
建
築
物
が
立
ち
並
ん
で
い

る
幅
員
４
ｍ
未
満
の
道
を
指
定

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
指
定
さ
れ
た
道
路
に

つ
い
て
は
、
原
則
、
そ
の
中
心

線
か
ら
の
水
平
距
離
２
ｍ
の
線

を
そ
の
道
路
の
境
界
線
と
み
な

す
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
編
入
さ
れ
る
区
域
を

含
む
都
市
計
画
区
域
内
に
お
い

て
は
、
建
築
物
の
新
築
や
10
㎡

を
超
え
る
増
改
築
等
の
工
事
に

着
手
す
る
前
の
、
建
築
確
認
申

請
の
手
続
き
等
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
北
薩
地
域
振
興
局

建
設
部
土
木
建
築
課
建
築
係

☎
０
９
９
６
（
２
５
）
５
２
９
２

　
発
生
の
ピ
ー
ク
は
春
か
ら
で
す
。

　

ダ
ニ
類
は
日
本
国
内
の
ど
こ

に
で
も
、
ま
た
思
っ
た
よ
り
も

身
近
に
い
ま
す
!!

　

公
園
や
川
原
な
ど
も
生
息
地

帯
で
す
。

　

人
が
野
外
作
業
や
農
作
業
、

レ
ジ
ャ
ー
等
で
、
生
息
場
所
に

立
ち
入
る
こ
と
で
ダ
ニ
類
や
ツ

ツ
ガ
ム
シ
類
に
か
ま
れ
、
そ
れ

ら
が
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
な
ど
を

保
有
し
て
い
る
場
合
、
か
ま
れ

た
人
が
病
気
を
発
症
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

■
マ
ダ
ニ
等
が
媒
体
す
る
様
々

な
感
染
症

・
日
本
紅
斑
熱　

・
つ
つ
が
虫
病　

・
「
重
症
熱
性
血
小
板
症
候
群

（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）
」
な
ど

■
マ
ダ
ニ
に
か
ま
れ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

①
草
む
ら
や
藪
な
ど
、
マ
ダ
ニ

の
生
息
す
る
場
所
に
入
る
場

合
に
は
、
な
る
べ
く
肌
を
露

出
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
長
袖
の
服
、
長
ズ
ボ
ン
、

足
を
完
全
に
覆
う
靴
な
ど
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

②
屋
外
活
動
後
は
マ
ダ
ニ
に
か

ま
れ
て
い
な
い
か
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

③
帰
宅
後
は
す
ぐ
入
浴
し
、
体

を
よ
く
洗
い
、新
し
い
服
に
着

替
え
ま
し
ょ
う
。
着
て
い
た

服
は
す
ぐ
に
洗
濯
す
る
か
屋

外
で
天
日
干
し
し
ま
し
ょ
う
。

■
マ
ダ
ニ
に
か
ま
れ
た
ら

①
吸
血
中
の
マ
ダ
ニ
に
気
が
つ

い
た
際
に
は
、
で
き
る
だ
け

医
療
機
関
で
処
置
す
る
と
と

も
に
、
マ
ダ
ニ
に
か
ま
れ
た

後
に
、
発
熱
等
の
症
状
が
あ

っ
た
場
合
に
は
、
医
療
機
関

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

②
ダ
ニ
に
か
ま
れ
た
と
気
付
か

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
野

外
で
活
動
し
た
数
日
後
に
疑

わ
し
い
症
状
（
発
熱
、
発
疹

等
）
が
現
れ
た
場
合
は
、
速

や
か
に
医
療
機
関
を
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
は
、

「
野
山
等
に
出
か
け
た
」
ま

た
は
「
ダ
ニ
に
か
ま
れ
た
か

も
し
れ
な
い
」
こ
と
を
伝
え

て
く
だ
さ
い
。

鹿児島県森林・林業振興大会

※ 詳しくは、かごしまエコファンドのホームページ（http://kagoshima-ecofund.jp）か、耕地林業課林務係まで
　 お問い合わせください。　　　　　　　　　　　　　【お問い合わせ先】耕地林業課　林務係（内線2432）

よかとこ再発見よかとこ再発見

ま
ち
の
歴
史
探
訪
⑫

■くらしの情報●お問い合わせ：さつま町役場　ＴＥＬ(５３)１１１１　ＦＡＸ(５２)３５１４

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係

　
　
　
　
　
　

 

内
線
２
１
４
４

ダ
ニ
に
ご
注
意
を
!!

建
設
課　

ま
ち
づ
く
り
係

　
　
　
　
　
　

 

内
線
２
２
９
２

宮
之
城
都
市
計
画
区
域
に

新
た
に
編
入
さ
れ
る
予
定

の
区
域
（
鶴
田
地
区
、
虎

居
地
区
）
に
お
け
る
道
路

の
指
定
等
の
お
知
ら
せ

福
祉
課　

福
祉
障
害
係

　
　
　
　
　
　

 

内
線
２
１
３
５

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
・

発
達
障
害
啓
発
週
間

■お問い合わせ先　総務課　広報文書係

　　　　　　　　　☎53-1111（内線2214）

広報紙に広告を掲載しませんか？

１枠１万円(縦6.0㎝×横8.5㎝）

詳しくは、町ホームページをご覧ください。

http://www.satsuma-net.jp/contents.cfm?id=1643

ふ
も
と

の
ま
ち

ざ
い
ご
う

あ
つ
か
い

よ
こ
め

く
み
が
し
ら

と
こ
ろ
さ
ん
や
く

ち
ょ
う
ば
こ

し
ゅ
う
も
ん
て
ふ
だ
あ
ら
た
め
ち
ょ
う

ご
う
し
た
か
ち
ょ
う

ち
ぎ
ょ
う
だ
か
な
よ
せ
ち
ょ
う

け
ん
ち
さ
お
つ
ぎ
ち
ょ
う
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銃
砲
刀
剣
類
登
録
の

　
手
続
き
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　　

銃
砲
刀
剣
類
（
※
１
）
を
発

見
ま
た
は
拾
得
し
、
警
察
署
に

発
見
届
の
手
続
き
後
（
※
２
）
、

警
察
か
ら
「
発
見
届
出
済
証
」

を
交
付
さ
れ
た
方
は
、
次
の
日

程
で
登
録
審
査
が
行
わ
れ
ま
す

の
で
、
指
定
の
会
場
に
て
審
査

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
審
査
日

　

審
査
日
は
年
５
回
、
３
月
を

除
く
奇
数
月
の
第
２
火
曜
日
で

す
。

第
１
回　

　

平
成
26
年
５
月
13
日
（
火
）

第
２
回　

　

平
成
26
年
７
月
８
日
（
火
）

第
３
回　

　

平
成
26
年
９
月
９
日
（
火
）      

第
４
回　

　

平
成
26
年
11
月
11
日
（
火
）

第
５
回　

　

平
成
27
年
１
月
13
日
（
火
）

■
時
間

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

（
た
だ
し
、
正
午
か
ら
午
後
１

時
を
の
ぞ
く
）

　

午
後
２
時
30
分
ま
で
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

■
会
場

　

鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
１
‐
８

　

鹿
児
島
県
青
少
年
会
館
３
階

洋
会
議
室

☎
０
９
９
（
２
５
７
）８
２
２
６

■
登
録
に
必
要
な
も
の

　

審
査
会
に
は
銃
砲
刀
剣
類

（
現
物
）
の
ほ
か
に

（
１
）
新
規
登
録
の
場
合

①
発
見
届
け
を
し
た
と
き
、
警

察
署
か
ら
交
付
さ
れ
た
「
発
見

届
出
済
証
」

②
登
録
申
請
手
数
料　

１
件
に

つ
き
６
，
３
０
０
円　

（
２
）
登
録
証
の
再
交
付
の
場
合

①
再
交
付
申
請
書

②
旧
登
録
証
（
お
持
ち
の
場
合

の
み
）

③
再
交
付
手
数
料　

１
件
に
つ

き
３
，
５
０
０
円

（
３
）
登
録
証
の
差
替
交
付
の
場
合

　

① 

差
替
交
付
申
請
書

　

② 

旧
登
録
証

■
注
意
事
項

　

審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
銘
文

等
の
確
認
の
た
め
銃
砲
刀
剣
類

の
分
解
審
査
が
必
要
で
す
。

　

分
解
は
登
録
審
査
委
員
が
行

い
ま
す
が
、
分
解
の
際
、
物
件

の
保
存
状
態
に
よ
っ
て
は
、
破

損
が
生
じ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
事
前
に
承
諾
書
を

提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

な
お
、
あ
ら
か
じ
め
分
解
し

て
お
持
ち
い
た
だ
く
こ
と
も
で

き
ま
す
。
（
こ
の
場
合
は
、
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

※
１　

美
術
品
、
骨
と
う
品
と

し
て
価
値
の
あ
る
火
縄
式
銃
砲

等
の
古
式
銃
砲
ま
た
は
、
美
術

品
と
し
て
価
値
の
あ
る
刀
剣
類

を
指
し
ま
す
。

※
２　

銃
砲
刀
剣
類
を
発
見
ま

た
は
拾
得
さ
れ
た
方
で
、
届
出

を
行
っ
て
い
な
い
方
は
、
最
寄

り
の
警
察
署
で
発
見
届
の
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
届
出

を
し
な
い
で
所
持
す
れ
ば
、
不

法
所
持
で
処
罰
さ
れ
ま
す
。　

　

な
お
、
審
査
で
美
術
的
価
値

が
な
く
登
録
で
き
な
い
と
判
断

さ
れ
た
刀
剣
類
及
び
登
録
を
断

念
し
た
銃
砲
、
刀
剣
類
に
つ
い

て
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
に
持

参
し
て
、
廃
棄
処
分
の
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
教
育
庁
文
化
財
課

　

指
定
文
化
財
係

☎
０
９
９
（

２
８
６
）

５
３
５
５

　　　

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

（
以
下
「
法
」
と
い
う
）
第
14

条
の
規
定
に
よ
り
登
録
さ
れ
た

銃
砲
ま
た
は
刀
剣
類
を
譲
り
受

け
た
場
合
や
相
続
に
よ
り
取
得

し
た
場
合
、
法
第
17
条
第
１
項

の
規
定
に
よ
り
、
所
有
者
変
更

の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
住
所
の
変
更
が
あ
っ
た

場
合
は
、
住
所
変
更
の
手
続
き

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

手
続
き
の
方
法

①
検
索
サ
イ
ト
で
、
「
鹿
児
島

県
銃
砲
刀
剣
類
の
登
録
に
つ

い
て
」
で
検
索
。
様
式
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
次
の
提
出

先
に
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先

　

〒
８
９
０
‐
８
５
７
７ 

　

鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
10
番
１
号

　

鹿
児
島
県
教
育
庁
文
化
財
課

　

指
定
文
化
財
係

☎
０
９
９
（
２
８
６
）５
３
５
５

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

　

０
９
９
（
２
８
６
）５
６
７
５

※
所
有
者
変
更
届
に
は
、
登
録

証
の
写
し
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。

②
鹿
児
島
県
以
外
の
都
道
府
県

教
育
委
員
会
で
登
録
さ
れ
た

銃
砲
刀
剣
類
に
つ
い
て
は
、

各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
に

書
類
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
各
都
道
府
県
で

書
類
の
様
式
が
違
い
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
、
各
都
道
府

県
教
育
委
員
会
に
直
接
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
各

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

乳
幼
児
健
診
・
健
康
相
談

■
１
歳
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
24
．
７
生
）
健
診

　

３
月
19
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
１
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
25
．
７
生
）
育
児
相
談

　

３
月
28
日
（
金
）　

　

午
前
９
時
〜
午
前
９
時
30
分

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
３
歳
児

　
（
Ｈ
23
．
１
生
）
健
診

　

３
月
26
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
す
く
す
く
相
談

　

４
月
４
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
10
時
受
付

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
２
歳
３
か
月
児

　
（
Ｈ
23
．
12
生
）
歯
科
健
診

　

４
月
３
日
（
木
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
４
か
月
児

　
（
Ｈ
25
．
11
生
）
健
診

　

４
月
９
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
母
子
健
康
手
帳
交
付
　

　

３
月
24
日
（
月
）

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

４
月
14
日
（
月
）

（
さ
つ
ま
町
役
場
本
庁
２
階
会

議
室
Ｂ
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

※
健
康
保
険
証
・
印
鑑
を
お
持

　

ち
く
だ
さ
い
。

■
フ
ッ
化
物
塗
布　

　

３
月
19
日
（
水
）　
　
　
　

　

３
月
26
日
（
水
）

　

４
月
３
日
（
木
）

　

午
後
３
時
〜
午
後
４
時
受
付

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
健
康
相
談

　

４
月
１
日
（
火
）

　

４
月
15
日
（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

（
さ
つ
ま
町
役
場
本
庁
相
談
室
３
）

■
「
え
ほ
ん
の
森
」
身
長
・
体
重
測
定

　

４
月
11
日
（
金
）　
　
　
　

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

（
こ
ど
も
図
書
館　

え
ほ
ん
の
森
）

　　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月

１
日
現
在
の
軽
自
動
車
等
の
所

有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
廃
車

し
た
り
、
他
人
に
譲
っ
た
り
し

た
場
合
は
、
廃
車
・
名
義
変
更

の
手
続
き
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

特
に
、
今
春
卒
業
す
る
学
生

が
使
用
し
て
い
る
バ
イ
ク
等
の

売
買
に
よ
る
廃
車
・
名
義
変
更

の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
早
め

に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
農
作
業
用
と
し
て
使

用
し
て
い
る
コ
ン
バ
イ
ン
及
び

ト
ラ
ク
タ
ー
は
、
「
小
型
特
殊

自
動
車
」
に
該
当
し
ま
す
。
町

の
標
識
（
緑
色
ナ
ン
バ
ー
）
の

交
付
を
受
け
て
い
な
い
方
は
早

め
に
申
告
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
税
務
課　

町
民
税
係

　

（
内
線
２
１
１
２
）

　

鶴
田
支
所 

税
務
係

　

（
内
線
４
２
１
４
）

　

薩
摩
支
所 

税
務
係

　

（
内
線
６
１
１
５
）

　

こ
れ
ま
で
口
座
振
替
で
町
税

等
を
納
付
し
て
い
る
方
に
対
し

て
、
３
月
下
旬
に
「
口
座
振
替

済
通
知
書
」
を
送
付
し
て
い
ま

し
た
が
、
事
務
の
簡
素
化
や
経

費
削
減
の
た
め
に
平
成
25
年
度

か
ら
廃
止
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　

今
後
、
口
座
振
替
の
結
果
に

つ
い
て
は
、
お
手
数
で
す
が
預

金
通
帳
の
記
帳
に
よ
り
ご
確
認

く
だ
さ
る
よ
う
、
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
税
目

・
町
県
民
税

・
固
定
資
産
税

・
軽
自
動
車
税

・
国
民
健
康
保
険
税

・
介
護
保
険
料

※
車
検
に
必
要
な
「
軽
自
動
車

税
口
座
振
替
済
通
知
書
兼
車
検

用
納
税
証
明
書
」
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
５
月
上
旬
に

送
付
し
ま
す
。

■
毎
週
木
曜
日

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
（
52
）
１
１
２
３ 

　　

サ
ン
ゴ
礁
の
島
々
は
、
多
く

の
生
き
も
の
が
い
る
豊
か
な
海

に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
陸
上
に
は
そ
の
地
域

で
進
化
し
て
き
た
独
特
の
生
き

も
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
を

刻
ん
で
い
ま
す
。
南
の
き
ら
め

く
太
陽
の
恵
み
を
受
け
た
島
々

の
豊
か
な
自
然
を
紹
介
し
ま
す
。

■
期
間

　

３
月
21
日
（
金
）
〜

　

５
月
25
日
（
日
）

■
会
場

　

県
立
博
物
館
1
階

　

企
画
展
示
室

■
入
場
料
　
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
博
物
館

☎
０
９
９
（
２
２
３
）６
０
５
０

■くらしの情報●お問い合わせ：さつま町役場　ＴＥＬ(５３)１１１１　ＦＡＸ(５２)３５１４

健
康
増
進
課
　
健
康
増
進
係

　
　
　
　
　 

　
内
線
２
１
４
４

健
康
診
査
日
程
【
３
・
４
月
分
】

税
務
課
　
町
民
税
係

　
　
　
　
　
　 

内
線
２
１
１
２

軽
自
動
車
な
ど
を

　
　
　
お
持
ち
の
方
へ

税
務
課
　
収
納
第
１
係

　
　
　
　
　
　 

内
線
２
１
１
３

町
税
等
の
「
口
座
振
替
済

通
知
書
」
廃
止
の
お
知
ら
せ

総
務
課
　
広
報
文
書
係

　
　
　
　
　
　 

内
線
２
２
１
４

県
立
博
物
館
　
企
画
展

「
サ
ン
ゴ
礁
の
島
々
の
自
然
」

文
化
課
　
文
化
係

　
　
　
　
　
　
　
内
線
２
５
５
２

平
成
26
年
度 

銃
砲
刀

剣
類
登
録
審
査
日
程

福
祉
課
　
福
祉
障
害
係

　
　
　
　
　
　 

内
線
２
１
３
５

心
配
ご
と
相
談
所

銃
砲
刀
剣
類
の
所
有
者
及

び
住
所
の
変
更
手
続
き

※
お
知
ら
せ

　

平
成
26
年
4
月
か
ら
、
母
子
健

康
手
帳
交
付
と
屋
地
楽
習
館
健
康

相
談
の
会
場
が
、
宮
之
城
保
健
セ

ン
タ
ー
・
屋
地
楽
習
館
か
ら
本
庁

へ
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

１
月
の
火
災
・
救
急
情
報

火 災火 災 救 急救 急
◆出動件数　   100件

　運んだ人      90人

◆内 訳

　急　　病 54件 52人

　交通事故  5件  3人

　そ の 他 41件 35人

◆発生件数　3件

　内訳

　　その他　3件



年
金
相
談
（
事
前
に

　  

予
約
が
必
要
で
す
）

国
民
年
金
保
険
料
が

　
　
　
　
変
わ
り
ま
す

毎月納付（納付書による現金納付及
び翌月末振替の口座振替）

　　毎月振替（早割）
（当月末振替の口座振替）

６か月前納（現金納付）

１年前納（現金納付）

６か月前納（口座振替）

１年前納（口座振替）

２年前納（口座振替）

保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額

１か月分 ６か月分 １年度分 ２年度分

15,250円 －

15,200円 50円

－

－

－

－

－

－ －

－ － －

－

－

－

－

－

91,500円

14,800円

91,200円 300円

740円

－

90,760円

90,460円 1,040円

183,000円

182,400円 600円

1,480円
(740円×２回)

(1,040円×２回)

181,520円

180，920円 2,080円

3,250円

355,280円

179,160円

－

－ －

179,750円－

－

－

－

－

－

－

3,840円

－

－

－

－

－－

平成26年度

20広報さつま21 広報さつま

点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

広報紙をご覧になった感想や

今後取り上げてほしい記事、

皆さんの身の周りで起こった

出来事、イラストなど、たく

さんの声をお聞かせください。

お手数ですが

50 円切手を

お貼りください

さつま町役場

総務課広報文書係　行
　　　　　　（2014/３月号）

さつま町宮之城屋地 1565－2

８ ８０３９５ １

電話（　　　　）　　　－

※記入がない場合は、実名で記載させていただきます。

フリガナ

年齢　　　歳　　性別 /男・女

◎ご氏名

◎ペンネームまたはイニシャル

◎ご住所
コーナー

お 便 り

き
り
と
り
線

きりとり線

※個人情報の取扱い
・ご記入いただいた個人

情報は、お便りのご紹
介・賞品発送以外の目
的では使用しません。

つ
も
広
報
さ
つ
ま
を
楽
し
く
読

ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
さ

つ
ま
町
の
い
い
所
が
い
っ
ぱ
い
有
り
と

て
も
楽
し
み
で
す
が
…
。
一
つ
残
念
な

所
が
あ
り
、
さ
つ
ま
町
皆
で
一
人
一
日

一
回
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
、
町
を
き
れ
い
に

し
た
い
で
す
ね
。
ぜ
ひ
皆
様
に
呼
び
か

け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
い
つ
も
拾

っ
て
い
る
の
で
す
が
、
子
ど
も
の
ゴ
ミ

も
あ
り
ま
す
が
、
大
人
の
た
ば
こ
が
一

番
多
い
で
す
。
一
人
一
日
一
回
良
い
こ

と
を
し
ま
し
ょ
う
。

（
ア
ル
プ
ス
の
ハ
イ
ジ
ー　

60
歳
女
性
）

　
　
　
　
　
　
　

★

　

素
晴
ら
し
い
提
案
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
町
を
歩
い
て
い
て
ゴ
ミ
が
落

ち
て
い
た
ら
残
念
な
気
持
ち
に
な
り
ま

す
ね
。
町
と
し
て
も
皆
様
に
今
後
、
呼

び
か
け
を
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　

 

（
広
報
文
書
係 　

 

）

「
傘
寿
で
孫
に
教
え
ら
れ
」

月
７
日
、
私
の
誕
生
日
で
す
。

三
人
姉
妹
の
内
孫
が
「
傘
寿
お

め
で
と
う
」
の
色
紙
を
贈
っ
て
く
れ
た
。

実
は
、
末
っ
子
の
小
学
校
入
学
式
を
機

に
始
め
た
立
哨
を
、
卒
業
式
が
来
た
ら

止
め
よ
う
か
な
…
と
思
っ
て
い
た
矢
先
、

「
い
つ
も
笑
顔
で
元
気
で
ね
」
の
寄
せ

書
き
を
見
て
、
継
続
す
る
こ
と
に
決
め

た
。
八
人
兄
弟
の
幼
い
頃
、
そ
れ
ぞ
れ

の
誕
生
日
を
赤
飯
で
祝
っ
て
も
ら
う
兄

弟
の
中
で
、
自
分
だ
け
粥
と
は
…
と
、

い
つ
も
不
満
だ
っ
た
の
を
思
い
出
す
。

「
日
本
中
の
人
が
、
お
前
の
た
め
に
祝

っ
て
く
れ
て
る
ん
だ
よ
」
と
な
だ
め
た

父
親
の
年
も
昨
年
追
い
越
し
た
。
九
十

歳
で
旅
立
っ
た
母
親
に
追
い
つ
く
ま
で

は
…
と
、
決
意
を
新
た
に
し
た
正
月
で

し
た
。
（
二
ツ
木
悦
男　

80
歳
男
性
）

　
　
　
　
　
　
　

★

　

お
孫
さ
ん
が
祝
っ
て
く
れ
て
、
う
れ

し
い
で
す
ね
。
お
父
さ
ま
の
言
葉
に
も

愛
情
を
感
じ
ま
す
。
冬
の
朝
の
立
哨
は

大
変
か
と
思
い
ま
す
が
、
お
孫
さ
ん
の

言
葉
ど
お
り
、
ど
う
ぞ
お
元
気
で
、
笑

顔
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

 

（
広
報
文
書
係　

  

）

つ
ま
る
ち
ゃ
ん
ス
ト
ラ
ッ
プ
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
幼

稚
園
の
リ
ュ
ッ
ク
に
つ
け
て
い
ま
す
。

宮
之
城
と
山
崎
の
初
市
に
行
き
ま
し
た
。

む
じ
ょ
か
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
が
い
ま
し

た
。

　

（
き
た
は
ら
み
と　

５
歳
女
の
子
）

　
　
　
　
　
　
　

★

　

ス
ト
ラ
ッ
プ
を
使
っ
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
！
き
っ
と
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
も

喜
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
応
援
よ
ろ
し
く
ね
！

　
　
　
　
　
　

 

（
広
報
文
書
係 　

 

）

つ
ま
町
に
引
越
し
を
し
て
来
て

も
う
す
ぐ
１
年
に
な
り
ま
す
。

昨
年
の
春
、
早
掘
り
タ
ケ
ノ
コ
ツ
ア
ー

が
ニ
ュ
ー
ス
で
報
道
さ
れ
て
い
た
の
を

母
親
が
見
て
い
て
、
「
来
年
は
行
っ
て

み
た
い
か
ら
連
れ
て
い
っ
て
ね
」
と
い

う
話
を
し
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
し

た
。
今
月
号
（
２
月
号
）
の
よ
か
と
こ

フ
ァ
イ
ル
に
竹
林
が
載
っ
て
い
た
の
で
、

来
月
号
は
、
タ
ケ
ノ
コ
ツ
ア
ー
の
特
集

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
と
ど
ろ　

24
歳
女
性
）

　
　
　
　
　
　
　

★

　

特
集
希
望
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！
タ
ケ
ノ
コ
ツ
ア
ー
の
特
集

は
、
今
回
は
締
切
の
関
係
で
掲
載
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
こ
ち
ら
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
泊
野
地
区
で
毎
年
「
泊

野
観
光
た
け
の
こ
園
」
と
題
し
て
、
た

け
の
こ
掘
り
体
験
や
、
た
け
の
こ
づ
く

し
の
料
理
を
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
３
月
23
日
・
30
日
に
開
催

さ
れ
る
そ
う
で
す
。
詳
し
く
は
、
宮
之

城
伝
統
工
芸
セ
ン
タ
ー
（
☎
（
52
）
１

３
１
３　

月
曜
休
館
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
お
母
様
と
ご
参
加

く
だ
さ
い
♪　

　
　
　
　
　
　

（
広
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）

※

文
章
は
添
削
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

い

さ

１
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薩摩郡医師会病院☎0996-53-0326

働きながら資格が取れます！

看護学校奨学金制度
あります！

看護学校奨学金制度
あります！

看護師さん募集！！看護師さん募集！！
広
　
告

広
　
告

さつま町虎居町７－８　　ＴＥＬ０９９６（５３）１１８９

確実な信頼と永年の実績を誇る

お墓のリフォーム

墓石・納骨堂　解体・撤去

銘碑の彫り込み

墓石 納 骨 堂

鳥　居　通

花

下

　

年
金
加
入
記
録
や
受
給
手
続

き
な
ど
に
つ
い
て
の
『
移
動
年

金
相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す
。

　

年
金
相
談
は
、
完
全
予
約
制

で
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
相
談
者
氏
名
（
旧
姓
）・

配
偶
者
氏
名
（
旧
姓
）
・
基
礎

年
金
番
号
・
相
談
内
容
等
を
役

場
鶴
田
支
所
町
民
係
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
必
ず
相
談
時
間
を
ご
確
認

（
ご
予
約
）
く
だ
さ
い
。
予

約
し
た
10
分
前
に
は
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

◎
相
談
を
さ
れ
る
方
は
、
関
係

書
類
（
年
金
手
帳
・
年
金
証

書
・
印
鑑
等
）
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

◎
年
金
請
求
の
方
は
、
必
要
書

類
を
事
前
に
川
内
年
金
事
務

所
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証

等
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
代
理
の
場
合
は
委
任

状
と
委
任
を
受
け
た
方
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類

（
免
許
証
等
）
が
必
要
で
す
。

■
相
談
日
時　

　

３
月
25
日
（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
か
ら

　

午
後
３
時
30
分
ま
で

■
相
談
会
場　

　

鶴
田
中
央
公
民
館

■
申
込
期
日　

　

３
月
17
日
（
月
）
ま
で

■
申
込
先
　

　

鶴
田
支
所　

町
民
係

　

（
内
線
４
１
１
２
）　

　

平
成
26
年
度
の
国
民
年
金
保

険
料
は
１
５
，
２
５
０
円
に
な

り
ま
す
。

　

保
険
料
の
支
払
方
法
に
よ
っ

て
、
お
得
な
割
引
料
金
も
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
口
座
振
替
申
出
書
に
必
要
事

項
を
記
入
・
押
印
（
金
融
機

関
の
届
出
印
）
し
、
年
金
事

務
所
に
申
し
込
み
さ
れ
る
か
、

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

金
融
機
関
窓
口
に
ご
提
出
い

た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

◎
前
納
の
お
申
し
込
み
は
、

①
２
年
度
分
、
１
年
度
分
及
び

上
期
６
か
月
分
（
４
月
分
〜

９
月
分
）
↓
２
月
末
ま
で

②
下
期
６
か
月
分
（
10
月
分
〜

翌
年
３
月
分
）
↓
８
月
末　

ま
で

　

※
川
内
年
金
事
務
所
必
着

◎
す
で
に
口
座
振
替
で
前
納
さ

れ
て
い
る
方
（
引
き
続
き
第
１

号
被
保
険
者
で
あ
る
方
）
は
、

毎
年
申
し
込
み
し
て
い
た
だ
く

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ
町
民
課
　
町
民
係
　
内
線
２
１
２
５

さ

花

花

さ
ん
じ
ゅ

か
ゆ



ちゃん

１歳で～す
毎月１番最初に
生まれた赤ちゃん

平成２５年３月６日生

ちゃん石田 頼慧

両親から一言

父　頼　亮 さん

母　清　華 さん

い し だ よ り さ と

ホープタウン公民会

名前のように賢く、

たくましく育ってね！

22広報さつま23 広報さつま

１
月
16
日
～
２
月
15
日
届
出
分
（
17
人
）
　敬
称
略

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

性
別

保
護
者

公
民
会

あ
か
ち
ゃ
ん

１
月
16
日
～
２
月
15
日
届
出
分
（
39
人
）
敬
称
略

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会
等

※
「
誕
生
・
お
く
や
み
」
は
、
届
出
人
が

　
同
意
さ
れ
た
方
だ
け
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

庁
舎
建
設
推
進
室　

庁
舎
建
設
係

中
村　

英
美

庁
舎
建
設
に
関
す
る
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。

No．29さつま町よかとこファイル

点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

町
長
コ
ラ
ム
日
髙
政
勝

子
育
て
支
援

町長交際費執行状況

（町長等が、行政執行上や町の利益
のため、町を代表し外部との交際上
必要な経費です。）

中
津
川
の
弓
之
尾
地
区
と
武

白
猿
地
区
と
の
間
に
、
私
の

大
好
き
な
小
高
い
丘
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
丘
は
、
「
大
迫
桑
園

団
地
」
と
い
わ
れ
、
昭
和
43

年
に
桑
畑
と
し
て
造
成
さ
れ

た
も
の
で
、
昭
和
50
年
代
半

ば
頃
ま
で
養
蚕
が
営
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

　

現
在
、
平
成
２
年
に
和
歌

山
か
ら
導
入
さ
れ
た
「
南
高
梅
」

が
植
栽
さ
れ
、
大
迫
梅
団
地
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

２
月
、
「
梅
は
百
花
の
魁
」
と

い
わ
れ
る
と
お
り
、
ど
の
花
よ
り

も
先
に
花
を
咲
か
せ
、
１
，
０
０

０
本
を
超
え
る
梅
は
、
ほ
の
か
な

香
り
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
梅
畑
を
抜
け
る
と
、
眼

下
に
は
種
籾
の
産
地
で
あ
る
中
津

川
の
水
田
、
遠
方
に
は
紫
尾
山
、

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ゴ
ル
フ
リ

ゾ
ー
ト
京
セ
ラ
な
ど
、
ち
ょ
っ
と

し
た
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
り
ま
す
。

きりとり線

町長の動静 （平成26年１月）
※主な会議及び行事を抜粋

　（各課・局との内部会議は省略）

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

篤

志

寄

付

・
紫
尾
区
大
衆
浴
場　

上
之
原
純
夫

４月号のお便りコーナーに掲
載された方へ抽選でプレゼン
ト。たくさんのご応募お待ち
しております♪

【応募締切】

　３月18日(火)消印有効

をサイン色紙サイン色紙

読者プレゼント

愛媛ＦＣ選手の

３名に差し上げます！

(１月分)

下
麦
　
大
翔 

　
　
大
志
　
二
渡
町

寒
川
　
龍
真
　
　 

龍
二
　
湯
田
原

桑
原
　
明
日
美
　 

雅
晴
　
ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン

永
山
　
聖
馬
　
　 

裕
也
　
船
木
下

原
田
　
陽
凪
　
　 

満
雄
　
諏
訪
下

潟
山
　
晃
大
　
　 

晃
司
　
町
頭

南
　
　
悠
月
　
　 

圭
祐
　
船
木
西

山
下
　
虎
太
郎
　 

大
輔
　
ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン

山
下
　
七
海
　
　 

大
輔
　
ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン

三
腰
　
悠
大
　
　 

真
吾
　
泊
野
高
峰

砂
子
田
桃
椛
　
　 

和
宏
　
京
塚
原

太
田
黒
弓
空
　
　 

恵
太
　
中
央

外
室
　
花
　
　
　 

聖
　
　
下
京
塚
原

左
近
允
煌
青
　
　 

正
志
　
上
寺
下

髙
下
　
美
愛
　
　 

聖
也
　
東
湯
田
原

下
簗
　
は
な
乃
　 

一
博
　
湯
之
元

畑
井
田
海
翔
　
　 

雄
希
　
戸
子
田

男男 男女 女 男

な

が

や

ま

が

た

や

ま

み
な
み

ゆ

づ

き

や

ま

し

た

こ

た

ろ

う

や

ま

し

た

な

み

み

こ

し

ゆ

う

だ

い

ほ

か

む

ろ

は

な

こ

う

げ

み

お

し

も

や

な

は

な

の

は

た

い

だ

か
い
し
ょ
う

さ

こ
ん

じ
ゅ
う

ら

い

と

す

な

こ

だ

も

も

か

お

お

た

ぐ

ろ

ゆ

ま

こ

う

だ

い

は

ら

だ

ひ　

な

は

る

と

く

わ

は

ら

あ

す

み

せ

い

ま

男

さ

む

か

わ

り

ゅ
う

ま

し

も

む

ぎ

男女男女女男 女 男 女 女

この奥に梅園が広がります。(撮影日：２月11日）

遠方には紫尾山も臨めます

1
日

　
　

４
日

　
　

６
日

　
　

７
日

　
　

８
日

　
　

９
日

　
　

10
日

　
　

12
日

　
　

14
日

　
　

15
日

　
　

16
日

　
　

17
日

　
　

19
日

    

20
日

　
　

21
日

　
　

22
日

　
　

23
日

　
　

24
日

　
　

25
日

　
　

26
日

　
　

27
日

　
　

28
日

　
　

29
日

　
　

30
日

　
　

31
日

（
水
）

（
土
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
日
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

第
61
回
新
春
泳
ぎ
初
め

さ
つ
ま
町
成
人
式

仕
事
始
め
式　

▽
薩
摩
中
央
家
畜
市
場　

子
牛
初
せ
り　

▽
町
内
各
機
関
年
始
挨
拶

日
本
特
殊
陶
業
株
式
会
社　

執
行
役
員
年
始
挨
拶
来
庁　

▽
県
観
光
連
盟
観
光
関
係
者
新
年
互
礼
会
（
鹿
児
島
市
）

法
務
局
・
税
務
署
・
川
内
川
河
川
事
務
所
・
県
北
薩
地
域
振
興
局
年
始
挨
拶
（
薩
摩
川
内
市
）

鹿
児
島
県
庁　

年
始
挨
拶
（
鹿
児
島
市
）

町
内
企
業
訪
問
（
17
社
）

町
内
企
業
訪
問
（
12
社
）

消
防
出
初
式　

▽
消
防
出
初
祝
賀
会
（
永
野
・
求
名
・
求
名
南
・
中
津
川
）

宮
之
城
伝
統
工
芸
セ
ン
タ
ー
理
事
長
年
始
挨
拶
来
庁　

▽
温
泉
ソ
ム
リ
エ
サ
ミ
ッ
ト
in
さ
つ
ま
開
催
案
内
受

建
設
業
安
全
祈
願
祭
〜
労
働
災
害
防
止
協
会
災
害
防
止
大
会

百
歳
訪
問　

▽
川
内
川
河
川
事
務
所
現
地
検
討
会
〜
意
見
交
換
会

県
地
域
振
興
公
社
理
事
長
ほ
か
役
員
年
始
挨
拶
来
庁　

さ
つ
ま
町
暮
ら
し
の
便
利
帳
協
定
書
調
印
式　

▽
町
商
工
会
新
春
の
集
い

第
61
回
県
下
一
周
・
第
27
回
地
区
対
抗
女
子
駅
伝
合
同
結
団
式
（
薩
摩
川
内
市
）

県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
理
事
打
合
会
（
鹿
児
島
市
）　

▽
鳥
獣
害
対
策
事
業
入
札
分
開
札

一
郡
一
町
連
携
会
議
設
立
協
議
会
（
長
島
町
・
湧
水
町
・
さ
つ
ま
町
）

会
計
検
査
官
（
総
務
省
所
管
）
対
応　

▽
日
本
特
殊
陶
業
株
式
会
社
宮
之
城
工
場
消
防
出
初
式
ほ
か

農
林
水
産
省
柊
野
有
害
鳥
獣
防
護
柵
調
査
時
対
応　

▽
議
会
全
員
協
議
会　

北
薩
地
域
振
興
局
意
見
交
換
会　

南
国
交
通
株
式
会
社
社
長
年
始
挨
拶
来
庁　

▽
当
初
予
算
町
長
査
定

第
２
回
温
泉
ソ
ム
リ
エ
サ
ミ
ッ
ト
in
さ
つ
ま
講
師
等
交
流
会

第
９
回
さ
つ
ま
町
女
性
大
会　

▽
国
会
議
員
国
政
報
告
会

野
村
証
券
支
店
長
来
庁
面
談　

▽
つ
る
だ
同
朋
保
育
園
園
長
来
庁
面
談

北
薩
森
林
管
理
署
業
務
連
絡
対
応　

▽
会
計
検
査
官
（
厚
生
労
働
省
所
管
）
対
応

水
道
事
業
電
子
入
札
（
１
件
）　

▽
本
庁
舎
完
成
検
査

在
宅
福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
民
生
委
員
健
康
づ
く
り
推
進
員
等
研
修
会

九
州
地
方
整
備
局
要
望
活
動　

▽
福
岡
市
役
所
と
観
光
物
産
展
協
議
（
福
岡
市
）

第
６
回
Ｂ
＆
Ｇ
全
国
首
長
サ
ミ
ッ
ト
（
東
京
都
）

企
業
訪
問
活
動
（
東
京
都
・
神
奈
川
県
２
社
）

・１月７日　　　　　　　3,500円

　県観光連盟観光関係者新年互礼会費

・１月15日　　　　　　　1,611円

　国民健康保険熊毛地区協議会視察受入時

・１月21日　　　　　　　5,000円

　消防団員（永野分団）逝去に伴う香典

・１月21日　　　　　　 24,660円

　一郡一町連携会議意見交換会時

・１月22日　　　　　　　4,494円

　日特宮之城工場消防出初式時

・１月23日　　　　　　　6,380円

　北薩地域振興局との意見交換会時

・１月25日　　　　　　　7,000円

　温泉ソムリエサミット講師交流会時

・１月26日　　　　　　　1,785円

　温泉ソムリエサミットinさつま時地元

　産品ＰＲ用

・１月29日　　　　　　　9,200円

　北薩空港幹線道路・国道328号整備促

　進要望時

・１月29日　　　　　　　3,045円

　観光物産展打合せ時（県福岡事務所・

　福岡市役所）

・１月30日　　　　　　　5,350円

　山崎地区４公民会（山崎上・山崎町・

　草田・古野）合併調印式時
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「
子
ど
も
を
育
て
る
な
ら
さ
つ
ま
町

で
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
様
々

な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
て
い
ま
す
。

日
本
全
体
が
少
子
化
の
時
代
に
入
り
、

こ
れ
か
ら
の
あ
ら
ゆ
る
社
会
シ
ス
テ
ム

に
歪
み
が
生
じ
て
く
る
こ
と
は
明
ら
か

で
す
。

　

女
性
が
生
涯
の
間
に
産
む
子
ど
も
の

数
を
表
し
た
指
数
が
１
．
41
、
人
口
維

持
に
必
要
な
指
数
が
２
．
07
に
満
た
な

い
厳
し
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
つ
ま
町
１
町
で
で
き
る
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
が
安
定
し
繁
栄
し

て
い
く
た
め
に
は
、
や
は
り
人
あ
っ
て

こ
そ
で
す
。
国
を
挙
げ
て
、
安
心
し
て

産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
本
腰

を
入
れ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

さ
つ
ま
町
で
は
、
生
ま
れ
て
く
る
子

ど
も
達
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
、

妊
婦
相
談
、
健
診
、
歯
科
健
診
の
無
料

化
、
新
生
児
の
家
庭
訪
問
、
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
と
育
児
本
の
提
供
、
読
み
聞
か

せ
、
保
育
料
軽
減
、
就
園
奨
励
金
助
成
、

児
童
手
当
、
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
、

予
防
接
種
で
も
、
水
痘
、
お
た
ふ
く
か

ぜ
、
Ｂ
型
肝
炎
、
子
宮
頸
が
ん
、
風
し

ん
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
任
意
予
防

接
種
、
本
年
１
月
か
ら
は
中
学
生
ま
で

医
療
費
の
拡
充
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
26
年
度
か
ら
は
、
県
及
び
九

州
で
は
初
め
て
、
全
国
で
も
数
例
の
取

り
組
み
と
な
る
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
Ｐ
Ｃ
Ｖ
13
の
追
加
接
種
の
助
成
を

行
っ
て
重
症
感
染
予
防
、
ま
た
、
福
祉

課
の
「
子
ど
も
福
祉
係
」
を
「
子
育
て

支
援
係
」
と
し
て
再
編
し
、
保
健
師
の

配
置
等
に
よ
り
、
療
育
の
充
実
や
子
育

て
相
談
、
新
た
に
病
児
保
育
事
業
な
ど

子
育
て
支
援
の
一
層
の
拡
充
を
図
る
予

定
に
し
て
い
ま
す
。

し
ろ
ざ
る

さ
き
が
け

た
ね
も
み

よ
う
さ
ん

た
け
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竹紙を使用しています
（竹パルプ 10％配合）

落合　由佳
お ち あ い ゆ う か

さん
流水小学校６年

わたしたちの町

推計人口による

休日在宅医 休日薬局

人　口　22,921人（- 58人） 

　男　　10,606人（- 22人）

　女　　12,315人（- 36人）

    世帯数　9,737世帯

 転入    26人　転出   44人

 出生　   8人　死亡   48人

 （平成26年２月１日現在）

     （　）は前月対比

五ッ太鼓の指導者になりたい
　私の将来の夢は、五ッ太鼓の指導者です。私は、１年生の時か

ら三代流薩摩五ッ太鼓を習っています。練習の時、「きついな、

大変だな」と思うことも時々ありますが、大好きな先生が優しく

教えてくださるので、楽しく練習しています。いつの日か大きな

発表の舞台に立ち、そして、大好きな先生のように、少し厳しい

けど優しさのある指導者になりたいです。

※休日在宅医や薬局は都合により、変更になる場合があります。受診の際は、医療機関に電話で確認してください。町のホームページでも紹介しています。
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薩摩郡医師会病院

木原医院

小緑内科

さつまクリニック

鬼丸整形外科

立志病院

薩摩郡医師会病院

海江田医院
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